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イ
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ー
ル
靭

ω}戸
川
町
}
戸

河
口
付
げ

屠
下
の
中
核
山
口
回
目
円

安

藤

士
心

朗

序〉

haぷ
N
N

と
B

除
去
向
守
か
ら
の
曲
目
町
名
の
抽
出

E
H岡山町

遠
の
系
譜
と

ω
E
F
H
N
z
r
r
政
権
参
奥
の
具
鐙
相

結

E 

。。

序

テ
ィ
ム

l
ル
朝
第
三
代
君
主

ω
Z
Y
河口
r
r
(
一四

O
九
|
一
四
四
七
在
位
〉
は
、
園
都
国
民
営
を
自
ら
の
政
権
の
援
黙
と
し
、
父
叶
日

B
R

(
一
三
七
O
l
一
四
O
五
在
位
)
の
硯
後
分
裂
の
傾
向
に
あ
っ
た
諸
地
方
を
再
統
一
、
〉

S
R
E三
宮
-
-
H
同
2
1町
長
同
与

を
除
く
父
の
奮
領
を
支
配

下
に
置
き
、
テ
ィ
ム

l
ル
朝
約
二
ニ

O
年
の
内
最
も
波
凱
の
少
な
い
安
定
し
た
一
時
期
を
現
出
し
た
。

本
稿
は
、
テ
ィ
ム

l
ル
朝
時
代
支
配
階
級
に
位
置
し
つ
づ
け
、
就
中
軍
事
上
の
有
力
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
し
ば
し
ば
ベ
ル
シ
ア
語
諸
史
料
に
登

場
す
る

自
己
円
と
呼
ば
れ
る
一
群
の
人
び
と
の
内
、
こ
の

ω}戸
削
「
剛
山
戸

w
r
の
麿
下
に
あ
っ
て
自
口
町
層
の
中
援
を
占
め
た
人
び
と
の
性
格
を

解
明
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

テ
ィ
ム

l
ル
朝
史
、
特
に
叶
目
白
骨
硬
後
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
こ
の
回
同
口
町
に
閲
す
る
問
題
も
含
め
て
未
解
決
の
問
題
は
極
め
て
多
く
、

(
l〉

擦
る
べ
き
研
究
成
果
は
必
ず
し
も
そ
の
解
明
に
十
分
寄
輿
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
筆
者
は
テ
ィ
ム

l
ル
朝
史
の
理
解
の
篤
に
は
、
人
的
要
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向
、
そ
の
他
特
筆
す
べ
き
黙
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
表
ー
を
ベ
l
ス
に

ω
Z
F
岡山口

ry
曙
下
の
中
一
核
回
日
町
を
窺
う
な
ら
ば
、
切
白
H
E田
部
、
叶
R
W
Eロ
部
、
メ

E
内
同
家
、
〉
同

m
r
E

ω
E
r
家
の
四
つ
の
集
園
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
何
故
な
ら
、

ω
z
r
m
z
r
y
在
世
中
一
貫
し
て
同
ロ
岡
山
同
ム
呂

B
削
ロ
を
輩
出
し
つ
づ

か
っ
こ
の
四
つ
の
集
固
に
は
各
戦
役
の
際
毎
回
の
如
く
そ
の
名
の
記
さ
れ
る
曲
目
町
が
存
在
す
る
、
と

い
う
事
賓
が
表
ー
よ
り
窺
わ
れ
、
こ
の
こ
と
は
こ
の
四
つ
の
集
園
が

ω『
岱
河
口
}
岳

躍
下
で
看
過
し
難
き
勢
力
を
所
有
し
つ
づ
け
た
こ
と
の

反
映
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
一章
で
は
こ
の
四
つ
の
集
固
に
所
属
す
る
同
B
Wム
E
B
E
に
つ
い
て
、
そ
の
系
譜
、
地
位
・
職

け
た
集
圏
は
こ
の
四
つ
に
限
定
さ
れ
、

務
、
所
領
等
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
の
結
果
、
彼
ら
が
紛
れ
も
な
く

ω
Z
F
河口

rr
瞳
下
の
中
接
曲
目
同
円
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
、
あ
わ
せ
て
各
集
圏
の
持
つ
特
徴
も
浮
彫
り
に
し
た
い
と
思
う
。
向
、
個
個
の
自
己
円
の
検
討
の
手
順
は
、
原
則
と
し
て
先
ず
彼
ら
の
略

歴
を
端
的
に
停
え
る

ZE--NN
の
記
述
を
示
し
、
次
に
他
の
史
料
か
ら
特
筆
す
べ
き
貼
を
述
べ
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

E 

曲
目
可
達
の
系
譜
と

ω
E
r
岡山口
rr
政
権
参
輿
の
具
鐙
相

- 93ー

(1) 

回
目
富
田
部

周
知
の
如
く
、
、
H
，
H
B旨
を
は
じ
め
と
す
る
テ
ィ
ム
l
ル
朝
王
家
の
人
び
と
は
こ
の
切
回
ユ
営
部
に
所
属
す
る
。
従
っ
て
表
1
に
示
す
切
回
ユ
官

部
の
曲
目
町
一
一
名
は
皆
、

ωZYHNEw-M
と
同
族
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
系
譜
上
で
は

P
R削
nr同
が
共
通
の
祖
先
で
あ
る

o
P
R
r
y宵
と

(
6
)

〈

7
〉

は
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
に
よ
っ
て
チ
ャ
ガ
タ
イ
の
王
停
に
任
。せ
ら
れ
た
千
戸
長
の
一
人
に
他
な
ら
ぬ
。

系
譜
1
に
見
る
よ
う
に
、
⑮
Z
口印
Y
H
同省削ロ

を
除
く
一

O
名
の
自
己
円
に
つ
い
て
、
そ
の
血
縁
関
係
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
地
位
・
職
務
、
所
領
に
閲
し
て
ま
と
ま
っ
た

、l
J

、l
J

、1
J

、1J

情
報
の
得
ら
れ
る
、
系
譜
1
の
系
統

a
b
c
e
に
属
す
由
吉
町
八
名
を
と
り
暴
げ
る
こ
と
と
す
る
。

r
i
k
r
tk
r
ll、r
t
ー、

、l
J

系
統

ar--、

697 
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Barl亙s部系譜1

Qarachar 

Yesunta Munka 

Jahangir 

⑥Shaykh Luqman 

⑦pjr Luqman 

1Gh柿出f川 n

i Nur Malik 

i⑤ちldEyazld

Shirgha 

Mubarak 

Chaku 

Jahan Shah 

Buru|rlduq 

④‘All 

②lbrahim 
Sl. 

③Sl.Md. 

①Midrab 

( c) 

Lala 

Y?dgEr 

⑨Tukal 

〕
冒

h
u

r'tl、

ljel Nuyan 

Taraghay 

Tim日r

MIrErl|Sh泊

。ijelMirza 

(a) 

Ildar 

Mubarak Shah 

③Sl.Shah 

D
R削
n
E
H
の
六
男

ω
E円
m
E
の
流
れ
を
汲
む
、

(
U
Z
E

に
始
ま
る
家
系
で
あ
る
。
考
察
劃
象
は
①
冨
主
同
問
ダ
②

F
E
E
S
ω
-
J
①

ω--
冨仏・

④
・
〉
ロ
の
四
名
で
あ
る
。

〉

B円
円

富
三
円
削
σ

〉
同
国
同
門

t土

①
冨
与
刊
号
|
|
こ
の

ω削
f
E
C
可
制
ロ
陛
下

(
H叶
同
門
出
口
同
)
の
御
前
で
田
口
比
三

門
出
毛
削
ロ
で
あ
っ
た
。
〉
BHHω
島田
σ
D
H円
削
ロ
陛
下

〕P+A
 

r--、

は
、
彼
を
紳
の
恩
寵
を
受
け
た
る

r
r
g同
P
ω
z
r

河口

r
r
目
白
ゲ
包
日
に
興
え
て
い
た
。
阿
ハ
ゲ
己
創
印
刷
ロ
へ

移
っ
た
。
曲
目
HH
色

tE口
氏
問

で
あ
っ
た
。

Z
B削ロ

- 94ー

を
所
有
し
た
。

p
cロ【
Z
N
と

∞

a
Z
E
の
民
は
、

彼
が
知
ろ
し
め
て
い
た
。
陛
下

(
H
ω
Y削
『
河
口
rr)

(
8
)
 

は

3
5
の
支
配
権

(
f
E
E
E
C
を
彼
に
興
え
た

〔巴〕

が
、
同
じ
頃
紳
の
慈
悲
の
許
へ
身
罷
っ
た
ハ

E
R
S

。Nず
)
。

3
E
F
H
N
z
f
y
の
許
で
〉
曲
目
同
ヱ
門
回
目
当
削
ロ
で
あ
っ

た
。

Z
B削
ロ
を
所
有
し
た
。

zd司
副

n
E
で
も
あ
っ

た
(
冨
ロ
ニ

N
N
H
E
N
S。

( d) 

①
冨
手
同
与
は
二
三
九
七
年

ω『削
FHNEWY
が
同

r
z
z
a

印
刷
ロ
の
統
治
を
委
ね
ら
れ
民
民
営
へ
赴
い
た
際
、
吋

E
Z
H



の
命
に
よ
っ
て
彼
に
伺
候
し
た

gMM同
の
一
人
で
あ
る
(
ペ
自
含

HN由
。
る
。
彼
は

ω
E
V
河口
wr
の
圏
内
秩
序
の
再
編
成
が
始
ま
る
一
因
。

(
9〉

五
年
以
降
、
麿
下
に
あ
づ
て
片
腕
と
し
て
多
大
な
貢
献
を
な
す
。
殊
に
一
四

O
六
年

@
ω
a
uユ
仏
関
r
d
Z
V
が
失
脚
し
て
以
後
、

BMH同
名
の
列

事
の
際
に
は
如
何
な
る
史
料
に
お
い
て
も
必
ず
そ
の
筆
頭
に
彼
の
名
が
記
さ
れ
、

瞳
下
最
有
力
の

B
H同
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

o
Z
E
N
N

記
載
の

mgH同
色
目
ロ
自
由
同
制
J
E
d『削
n
E
と
い
う
地
位
・
職
務
は
、
彼
の

ω
Z
V
河
口
-
岳
政
権
下
で
の
最
高
責
任
者
た
る
を
如
貫
に
語
っ
て
く

〈

叩

〉

れ
る
。所

領
面
に
閲
し
て
は
、

E
R仲
良
か
ら

P
戸同

HEN-切
mwmE削
ロ
方
面
と
明
町
田
方
面
と
、
が
認
め
ら
れ
る
。

先
ず

C
ロロ

E
N
白
a
E
E
方
面
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
れ
が
彼
の
父
の
g
r
p
に
由
来
す
る
、
目
白
骨
時
代
か
ら
の
世
襲
の
地
で
あ
り
、

ハ日〉

か
っ
そ
の
地
に
ユ
ル
ト
を
持
つ
切
口
日

Ea
な
る
部
族
に
射
す
る
支
配
権
を
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
関
野
英
二
氏
の
指
摘
さ
れ
る
と

(ロ)

こ
ろ
で
あ
る
。

- 95ー

一
方
司
副
ロ
方
面
の
所
領
に
関
し
て
は
、
年
代
記
よ
り
次
の
如
く
跡
附
け
ら
れ
る
。

一
四
一
四
年
、

ω
z
r
m
z
r
r
は
富
山
門
N削
r
w
g門
-
R
7
・C
B
R
ω
y
a
r
r
r・、
H，H
g
R
に
矛
先
を
向
け
た
第
一
次
・

r
zム

a

〉
』
自
ロ
・
問
削
同
凹

卒
定
行
動
を
敢
行
。
同
年
夏

r
p
Eロ
を
攻
略
後
、
既
に
降
伏
し
て
い
た

ω
Z
H
R
に
下
馬
、
そ
の
際
①
宮
年
同
削
σ
に

3
5
の
支
配
権
を

授
け
る
。か

の
園
の
統
治
権

(
q
F
C
、
か
の
地
の
支
配
擢
を
世
界
で
最
も
光
輝
あ
る
曲
目
町
、
最
も
公
正
な
る
自
己
尺
〉

g
w
冨
芯
同
息
切
与
包
日

西
は
関
r口
N
U
S
ロ
、
南
は
回
目
白
ロ
N
に
至
る
ま
で
の
か
の
領
域
を
治
め
る
よ
う
一
寓
騎
程
が
定
め
ら
れ
た

に
任
じ
た
。
彼
に
伺
候
し
、

(
恒
〉
H

U

山
岳
P

〉
初
日
い
山
∞
A
F
N
∞
ω〉。

し
か
し
こ
の
委
任
も
束
の
聞
、
彼
は
病
窺
。
兵
砧
の
守
り
と
し
て

r
r
r
E
に
残
留
し
て
い
た
呂
町
品
目
日
E
B
ω
己
窃
ロ
ゲ
・

ωzrHNc-岳

が
召
さ
れ
、
以
後
司
副
円
印
の
支
配
は
彼
が
司
る
こ
と
と
な
る
(
恒
〉
一

N
8
y
〉
MNHN∞∞〉。

①
HV円削
E
S
ω
-
-
-
-
t
こ
の

F
H削
Z
S
ω
ロ
-
Sロ
は
、
〉
BHH
冨
主
円
与
の
残
後

EHMH
牛
ロ

B
R削
.
と
な
っ
た
。

F
M
E
E
3

699 

の
日
目
削
ロ
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の
支
配
権
を
彼
は
所
有
し
た
。
そ
こ
に
居
た
。
彼
は
罪
を
犯
し
、
彼
を
〉
B
M
H
N
削
E
d
z
m
y
∞
諸

問口
H
W
削
ロ
の
許
へ
迭
っ
た
。
そ
の
地
で
残
し
た
(
宮
尺
尽
い
お
印
)
。

は
彼
が
知
ろ
し
め
た

o
r
p
r
E

3
z
r
H
T
M
Wげ
の
許
で
)
(
同
SH同
ム
〉
門
同
日
当
官
で
あ
っ
た
。

z
s
E
を
所
有
し
た
。

zd〈
削
ロ
宮
で
も
あ
っ
た
(
冨
ロ
ニ
N
N
H
H
S
S。

②

F
H削古
Bω--
の
初
出
は
①
呂田仏門間
σ
窺
後
牢
年
を
経
た

一
四
一
五
年
春
(
司
〉
い

N
E
Y
〉剛山口
MWC
∞〉。

zc.FNN
に
見
え
る
自
己
門
田
「

5
5吋削
J
E
H弓削口
E
と
い
う
地
位
・

職
務
か
ら
、
彼
の

ω
z
r
河口
wr
麿
下
で
の
買
力
の
程
が
窺
え
る
が
、
必
ず
し
も
但
B
町
中
の
最
高
者

で
あ
っ
た
と
は
断
言
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、
彼
と
ほ
ぼ
同
時
期
、
後
述
す
る
叶

R
r
r
g
部
の
⑬
恒
8
2
ω
口
問
問
も
同
門
口
町
包

E
E
S円
削
.
と

zd司削
n
E
を
任
じ
て
お
り
、
む
し
ろ
後
者
の
方
が
有
力
で
あ
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

所
領
に
闘
し
て
γ
p
a
H
N
N

は
切
口
B
E々
の
呂
ヨ
削
ロ
と

r
r
z
p
の
支
配
権
と
を
記
す
。
切
回
目
E
与

の

Z
B削
ロ
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

が
先
述
の
如
く

D
S仏口
N

・∞
a
E
E
の
支
配
に
閲
わ
る
も
の
で
あ
る
故
、
①
冨
主
同
早
か
ら
の
相
繍
と
見
倣
せ
よ
う
c

こ
の
場
合
の
呂
B
E

(

刊

日

)

と
は
、
「
一
高
人
の
軍
園
を
編
成
で
き
る
程
の
遊
牧
部
族
の
一
意
味
」
と
す
る
関
野
氏
の
考
え
に
従
い
た
い
。
一
方

r
r
r
E
の
支
配
権
に
つ
い

(
比
)

て
は
、
ト
F
4白
同
日
よ
り
一
四
二
九
/
三
O
年
に
こ
の
②

F
E
E目
白
・
が

r
p
r
E
に
居
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の

支
配
擦
が
如
何
な
る
内
容
を
伴
っ
て
い
た
の
か
、
果
し
て
恒
常
的
に
②

F
E
E
S
ω
「

au 

n
w
d
 

に
興
え
ら
れ
て
い
た
も
の
な
の
か
等
、
疑
問
黙
が
残

(
日
)

る
。
何
故
な
ら
既
に
こ
の
時
期

r
r
Eロ
は
後
述
す
る
〉
晶
冨
ロ

ω
Z
F
家
の
所
領
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
(
一
一

O
頁〉。

彼
に
闘
す
る
記
録
は
、
右
記
の
一
四
二
九
/
三
O
年
を
以
っ
て
途
絶
え
る
。
冨
ロ
ぷ
N
N

は
彼
が
罪
科
を
負
っ
た
こ
と
を
記
す
が
、
諸
年
代
記

は
そ
の
件
に
閲
し
て
黙
し
て
語
ら
ぬ
。

結
局
、
②
巨
品
E
B
巴
・
は
一
四
一
五
年
か
ら
一
四
二
九
/
三

O
年
ま
で
の
約
一
五
年
間
、

轄
下
の
有

力
曲
目
町
と
し
て
名
を
留
め
た
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
②

F
H笹
山
ヨ
巴
・

以
後
約
八
年
の
空
白
を
置
い
て
、

一
四
三
八
|
三
九
〉
・

0
・
¥
八
四
二
〉
・
出
・

こ
の
家
系
の
成
員
が
年
代
記
に

登
場
す
る
。
①
戸
冨
仏
・

で
あ
る
。

①
ω--
冨
仏
・
ー

l
こ
の

ω己
芯
ロ
冨
忌
曲
目
日
包
は
曲
目
町
ム
門
出
羽
削
コ
で
あ
っ
た
。

ρロロ門古
N

と
回
同
m
E
E
の
支
配
は
彼
が
知
ろ
し
め
て



い
た
(
宮
口
ぷ
N
N
H
呂
田
)
。

ま
た
年
代
記
側
の
記
述
と
は
、

か
の
陛
下
ハ
H
ω
r
削
v
m
c
r
r
〉
は
、
〉
ヨ
日
同
ω
己
-
A

削
ロ
昌
三
百
B
B
包

σ・
〉
日
間
同
F
r
削
口
一
ω
「
削
}
回
切
R
E
印
に
恩
寵
を
施
し
、
曲
目
町
ム
ロ

-e

と
し
た
。
z
d
『
間
ロ
冨
の
職
位
と
軍
の
阻
S
M
H
職
(
B
E胡
m
f
z
d
a
n
E
3
5
削
『
丘
二
g
r
E
C
を
彼
の
善
き
采
配
に
委
ね
た
。
大
同
日
間
同

(
ロ
自
由
円
削
.
1
J
3
B
)
の
列

r配
せ
ら
れ
た
(
〉
河
川
、
口
3
。

と
い
う
内
容
の
も
の
で
あ
る
。

(
日
間
〉

先
ず
地
位
・
職
務
に
闘
し
、
自
民
同
ム
己
ロ
m
w
z
d
『
間
口
E
が
確
認
さ
れ
る
。
い
ま
、
同
H
U
H
-
己
口
凹
の
寅
態
に
つ
い
て
は
情
報
を
絞
く
が
、

z
d品
n
E
と
か
軍
の
曲
目
町
職
と
い
っ
た
重
要
職
が
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
察
し
て
、
彼
が
富
岡
山
Z
Z
B
削
ロ
と
し
て
ト
y
プ
ク
ラ
ス
に

あ
っ
た
こ
と
だ
け
は
認
め
う
る
。

こ
の
家
系
に
は
あ
と
一
人
、
年
代
記
に
は
登
場
せ
ぬ
④
メ
ロ
が
い
る
。
以
下
に
冨
c
.
F
N
N
の
記
述
の
み
を
記
す
。

@
メ
ロ
|
|
こ
の
メ
ロ
は
曲
目
町
-
F
呂
田
宮
で
あ
っ
た
。
紳
の
恩
寵
を
受
け
た
る

ω
z
r
河
口
w
r
回
忌
包
日
に
仕
え
た
(
冨
竺
-
N
N
H
呂
田
)
。

系
統
b

考
察
封
象
は
⑤
巴
・
切
削
司
自
民
で
あ
る
。

- 97ー

所
領
面
で
は
、
D
ロ
ロ
L
E
・
∞
同
m
E
E
の
支
配
権
が
依
然
確
認
さ
れ
る
。

@
ω
-
-
M
凶
同
百
N
E
-
-
a
こ
の
ω
己
付
制
ロ
切
削
可
印
刷
正
は
曲
目
日
H
S
F
呂
田
削
ロ
で
あ
っ
た
。
D
E
E
ロ
(
日
開
r
E
E
〉
の
支
配
擢
を
彼
は
所
有
し
た
。

〉自日刊誌門凶
mw

冨
ロ
官
ヨ
ヨ
包
甘
-
両
日

(σ
・
ω
z
r
H
凶
己
目
円
H
H
)
の
許
で

Z
d
『
削
口
宮
で
あ
っ
た
(
冨
ロ
ニ
N
N
H
沼
田
〉
。

3
g
r
H
N
z
r
r
の
許
で
)
同
ヨ
同
H
a
H
円
凶
Z
E
で
あ
っ
た
。
g
s
E
を
所
有
し
た
(
冨
戸
ニ
N
N
H
H
ω
ω
白
)
。

701 

一
四
一
四
年
と
一
四
四
六
年
の
僚
に
ω
z
r
H
N
c
r
r
に
従
軍
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
る
(
司
〉

二ωω

。p
〉
河
川

UN3・

2
3
0
こ
の
三

O
年
齢
の
記
録
上
の
空
白
期
聞
に
は
、
宮
ロ
ニ
誌
が
記
す
Z
c
f
回
目
B
包
E
E
に
仕
え
た
時
期
が
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
。

⑤ 
(j) 

切
削
可
R
E
は
、
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一
四
二
七
年

c
z
m
y
回
認
が
ウ
ズ
ベ
ク
の
切
R
E
と
戦
っ
た
際
、
冨
ロ
グ
釦
ヨ
ヨ
包
甘
E
は
自
分
自
身
の
親
属
の

E
B
E
(5
5
E4Frrg哲
1
1

後
三
四
四
四
|
四
五
〉
・
ロ
¥
八
四
八
〉
・
出
・

5
1
M
g
と
こ
の
⑤
包
・
切
司
自
民
を
率
い

て
援
軍
に
赴
い

て
い
る
(
司
〉

H
t
N
S。
一
四
四
六
年
の
従
軍
記
録
は
、
宮
口
官

5
5邑

E
E
残

硬
)
、
再
び

ω「削
FHNCWY
麿
下
に
入
っ
た
こ
と
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
彼
の
父

za円
富
田
-FW
に
つ
い
て
、
冨
ロ
ニ

NN
は
以
下
の
こ
と
を
俸
え
る
。

こ
の

Z
骨
玄
白

-FW
は

R
U
H
Z
s
g
r
uロ
で
あ

っ
た
。

ω削
H
V
F
D回
同
副
ロ
陛
下
の
時
代
、
吋
日
w
g削
ロ
の
民
は
彼
が
指
揮
し
た
。
〉
日目同

制削乞

σ
P
F
H
E
陛
下
は
、
彼
を
彼
の
軍
と
共
に
、
紳
の
恩
龍
を
受
け
た
る

E
X
E
-
ω
E
r
H
N
Z
W
Y
∞匝
E
E
H
に
輿
え
て
い
た

(y
p・FNa

NH
む
H

ゲ〉
。

〉日目同

Z
口
同
冨
白

E
w
-
-
P
E
Eロ
の
支
配
権
を
持
っ
て
い
た

(
Z
E
N
N
ニ
g
y
ω
z
r
H
T
H
r
r
の

E
d『
削
ロ
冨
の
項
〉
。

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
先
ず
⑤
巴
・

切
a
s
E
の

ω
g
r
岡山口
WV
政
権
参
輿
は
、
買
は
そ
の
父

Z
R
Z色
野
が

d
B骨
に
よ
っ
て

ω
z
r

。onu 

河口

wr
に
興
え
ら
れ
た
と
い
う
経
緯
に
由
来
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
更
に
気
附
く
の
は
、

Z
R
冨
色
野

、が、
口
B
日
の
時
代
、
自
己
同

達
の
統

(

げ

)

属
関
係
で
は

S
H
W
a
-
z
s
E
よ
り
も
下
位
に
位
置
し
た
と
思
し
き
戸
H
U
H
-
ρ
5
Y口
ロ
で
あ
っ
た
と
い
う
貼
で
あ
る
。
き
れ
ば
⑤
戸
切
削
3NHL

が

ω
g
y
m
c
r
r
の
時
代
田
口
M
M
2
2
5叫
ロ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

ωF削『剛山口
rv
の
新
た
な

mwHHHH1HEHHM削
ロ
の
抜
擢
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。

所
領
に
つ
い
て
は
心
三
釘
ロ
が
父
子
世
襲
の
地
と
し
て

E
C・R
N
か
ら
窺
わ
れ
る
が
、
他
の
年
代
記
か
ら
そ
れ
を
裏
附
け
る
記
述
は
見
出
せ

:、
o

fh
守、L
V系

統
C

P
R削
n
E
H
の
四
男

J
p
m
E
S
冨

E

E
の
家
系
に
所
属
す
る

E
M
-
-
Z
B削
ロ
の
考
察
を
行
な
う
。
考
察
劃
象
は
⑥
ω
F
a
f
r
r
B
B
E
-

⑦

HVH同
F
C
ρ
B削
ロ
父
子
で
あ
る
。

こ
の

ω
r
a
r
r
r
s
B
E
は

Z
g
E
を
所
有
し
た
。
切
削
r
Z同
国
の
支
配
権
は
彼
に
属
し
た
。

z
d〈削ロ
E
で
あ
っ
た
。
彼
の
残
後
、
彼



の
息
子
司
同
門
戸
Z
B皆
、
彼
に
そ
の
父
が
所
有
し
た
と
同
じ
職
務
(
自
国
n
E〉
が
任
ぜ
ら
れ
た
(
冨
z
t
N
H
吉
田
)
。

〉
BH同
ω
Z
U『

w
r
F
Z
B
E
l
l切削
W
E
H
N
の
支
配
援
を
所
有
し
た
。

(
m
m
)
 

〉
日
目
円
吋
W
F
Z
B
E
-
-父
の
窺
後
、
(
切
削
rrRN)
の
支
配
擢
は
彼
に
委
ね
ら
れ
た
(
宮
口
ぷ
N
N
L
ω
ω
y
ω
E
F
H
U
H
-
H
F
の

Z
d司削口宮

の
項
)
。

上
記
よ
り

E
d『削
n
E
と
い
う
地
位
・
職
務
及
び
切
削
W
E
R
と
い
う
所
領
が
認
め
ら
れ
、
い
ず
れ
も
こ
の
父
子
の
聞
で
相
繍
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
一
方
年
代
記
で
は
一
四
三
七
年
の
僚
に
そ
の
相
績
の
記
録
が
見
出
さ
れ
る
。

円回目
d『削ロム

E
d『
剖
ロ
百
に
お
い
て
田
BHH
早
口
自
民
間
・
で
あ
り
、
阿
P
E
E
B
F
ω
ち
仏
陛
下

(
H
ω
E
V
河口
W
V〉
に
劉
し
、
近
侍
の
築
審
と

か
の
陛
下
は
、
彼
の
職
務
と
地
位
を
、
そ
の

親
族
の
関
係
を
持
っ
て
い
た
〉
B
町

ω
r
a
w
v
Fロ
A
B
E
F
E削
印
が
現
世
を
後
に
し
た
。

正
嫡
百
円
戸
口
ρ
g削
ロ
に
賜
わ
っ
た
(
〉
閉
山
い

J
3
3。

。日削
g
c
に
任
ぜ
ら
れ
、
捺
印
し
た
(
〉

H
f
s
c。

- 99ー

(
八
四
一
年
)
刻
印
官
民

I
月
一
一
一
一
日
(
一
四
三
七
年
九
月
二
三
日
)
、
〉
日
目
門
司
H
H
Fロ
ρ
B
E
は
円
回
目
当
剖
ロ
ム

-
S
F
E同
に
お
い
て
田
BHH
職

円山
Hd『
削
ロ
・
ご
戸
当
副
円
古

(Ed匂削
nE
鹿
)
、
或
い
は

岳
若
宮
E
F
-
s
r
r
R
(軍
隊
の
官
腐
)
が
、
ω
E
Y
河口
r
y
政
権
の
門
町
当
官
の
機
構
全
鐙
の
中
で

(
M
W
)
 

具
睦
的
に
如
何
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
な
の
か
、
い
ま
論
及
す
べ
き
材
料
は
提
供
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
冨
竺
HNNw
〉閉山

隻
方
の
記

述
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
最
小
限
の
事
賓
と
し
て
、

@
ω
r
a
w
v
T
5
5
E
が
門
回
目
当
削
ロ
ム

Z
d司
剖
ロ
宮
に
所
属
す
る

Z
d司削
n
E
と
し
て
、

mwgH吋

(

加

)

曲目
'
c
g
R削
w(ω
日
町
中
の
間

5
5
と
表
記
さ
れ
る
程
の
高
い
地
位
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
彼
の
地
位
・

職
務
は
子
の
⑦
回同

F
Z一g
E

へ
継
承
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
に
留
め
た
い
。
年
代
記
か
ら
の
裏
附
け
は
と
れ
な
い
も
の
の
、
切
阻
害
曲
目
の
所
領
相
摘
も
地
位
・
職

務
の
相
績
と
同
時
に
、
つ
ま
り
一
四
三
七
年
に
な
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で

JFN含
は
、

一
三
八

O
年

冨

WN削
冨
W
E
ω
Z
F
σ
・
吋円
5
0同
が
州
内
F
g
H
削
印
刷
ロ
の
統
治
を
委
ね
ら
れ
た
際
、
彼
に
伺
候
し
、

703 

家
族
と
共
に
阿
岳
民
同
印
刷
ロ
へ
移
る
よ
う

H
，

HB骨
に
命
ぜ
ら
れ
た
回
目
HH
達
の
筆
頭
に

@
ω
Z
ユV
F己
ρ
g削
ロ
の
父
』
与
削
ロ
∞
HH
の
名
を
記
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す
(

J
へ
回
N
含
一

H
2
5。
ま
た
宮
口

aFNN
は
こ
の
』
白

}MEm-同
に
つ
い
て
以
下
の
如
く
俸
え
る
。

r
f
r
E同
副
ロ
の
時
代
、
同
門
出
回
円

1
H
A
5
7口
ロ
で
あ
っ
た
。
切削

r
E
R
の
支
配
権
は
彼
に
麗
し
た
(
宮
ロ
ニ

NNH
∞∞
σ)。

こ
の
J

円
自
門
回
目
と
冨
ロ

aFNN
の
記
録
を
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
』
出

}MEm四
日
円
は
吋
日
ヨ
ロ
円
の
時
代
田
ヨ
円
三
宮
∞
ゲ
ロ
ロ
で
あ
り
、

開ハ

7
2削
凹
削
ロ
に
移
住
し
て
以
後
四
削

r
r
R
N
に
所
領
を
持

っ
た
と
見
倣
す
こ
と
が
で
き
る
。
さ
れ
ば
、

r
r
E
m
F
@
ω
r
a
f
y
F
2
5削
P

一
三
八

O
年

①

H
J
H
F
C門戸
g
E
と
三
代
に
亙
る
こ
の
家
系
に
つ
い
て
以
下
の
貼
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
⑤

ω
r
a
r
r
F
Z
B
E
が

g
L
1
5
5
E

で
あ
る
こ
と
は
、

ω
z
r
河口

rr
の
新
た
な
回

B
H
2
5
5
E
の
抜
擢
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、

及、ひ

切削

r
Z
R
の
所
領
は

γ
y
E
m可
の

阿
ハ
『
口
同
削
印
刷
ロ
移
住
に
由
来
し
、
叶
吉
岡
口
同
の
時
代
か
ら
こ
の
家
系
の
世
襲
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
の
二
貼
で
あ
る
。

、11〆

系
統

e
r
j
l
、

考
察
封
象
は
心
回
同
削
岳
町
の
次
男
-
一
仏
国
吋
の
流
れ
を
汲
む

@ω
一・

ω
z
r
で
あ
る
。

③
巴・

ω
E
r
-
-こ
の

ω巳
判
官

ω
E
Y
は
最
初

ω
E同削
N
で
〉
ヨ
円
円
乱
含

E
B
Z
S
ω
巳
神
宮
(
ゲ
・
盟
副

YHNzrr〉
に
仕
え
た
。
そ
の
後

関
白
色
宮
へ
行
き
、
何
ハ
白
・

E
か
ら
畏
る
と
同
ハ

Z
A
E
i
F
ω
由
民
日
仏
陛
下

ω
z
r
m
c
r
r
ω
三
百
ロ
に
仕
え
た
。
〉
ヨ
可
色
合
宮
口

Z
5
5邑
E
E
-100一

(σ
・

ω}凶
削
ゲ
河
口
付
ど
に
も
仕
え
た
(
宮

E
N
N
H
8
5
0

理
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
(
〉
河
川

E
r

③

ω]・
ω
Z
Y
は
一
四

O
九
年
の
第

一
次
冨
削
者
向
刊
と
・
2
同
町
卒
定
及
び
一
四
一
三
年
の
同

r老
町
田

N
B
卒
定
に
際
し
、

ω
z
r
H
N
c
r
y

恒
〉

HHφ
寸
寸
)
。
冨
己
ぷ

NN
は
、
最
初
公
司
耳
目
一

)ω
宮同削

N
で

F
E
E
S
ω
己
神
間
ロ
に
仕
え
た

そ
れ
ま
で
は

ω『削
Y

河口

rr
轄
下
に
あ
っ
た

と
記
す
が
、

F
B
E
B
ω
己
百
ロ
が

ωゲ
可
制

N
へ
赴
く
の
は
一
四
一
四
年
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

ZE--NN
の
記
す
彼
の

阿
内
田
正
同
行
き
の
正
確
な
時
期
は
わ
か
ら
な
い
。

F
E
E
S
ω
三
件
削
ロ
の
残
後
と
す
れ
ば
、

四
三
五
年
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
聞
内
田
示
白
か
ら
戻
り
、
再
び

ω「削
rHNzry
麿
下
に
入
っ
た
③

ω「

ω『
悶
「
は
、

一
四
四
四
|
四
五
〉
・

0
・¥
八
四
八
〉

-
E・
三
度
年
代
記
に
登
場
す
る
。

5
2削ロ
t
p
p
t
陛
下
は
、
〉

g
回
同
冨

E
住
民
主
'
り

z
p
gロ
ω
g
r
Fユ
削
∞
|
ー
そ
の
頃

F
H
-官
王
家
に
お
い
て
彼
よ
り
年
長
で



か
つ
知
恵
を
有
す
る
者
は
い
な
か
っ
た
ー
ー
を

g
H
Z
仏

Z

E
と
し
た
。
含
唱
削
ロ
の
重
要
事
の
慮
理
、

王
園
の
諸
事
の
掌
握
を
、
彼

の
善
き
知
恵
と
経
験
に
委
ね
た
(
〉
河
口
∞
お
)
。

(
幻
)

こ
こ
に
至
っ
て
漸
く
彼
は
同
gHHBF
門H
Z
E
と
い
う
地
位
・

職
務
を
以
っ
て
、
園
家
の
重
要
事
に
大
き
く
閥
わ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
彼

は

ω
E
V
H
N
C
-岳
の
残
年
ま
で
瞳
下
に
あ
っ
た
(
〉
河
川
∞
一

g・
∞
叶
N
〉。

以
上
で
、
切
回
己
創
印
部
の
曲
目
回
同

a
F
Z
B
E
の
個
別
的
検
討
を
終
え
る
。

(2) 

4HH同一層
R
V
M
E
部

叶同
H
W
Eロ
部
に
所
属
す
る

gHHH
の
個
別
的
検
討
を
行
な
う
前
に
、
こ
の
血
縁
集
圏
そ
の
も
の
に
つ
い
て
言
及
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

先
ず

g円
w
r
E
な
る
語
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
モ
ン
ゴ
ル
語

E
H
A
g
t
E
R
S、
ト
ル
コ
語

S
E
E
l
g
R
g
に
由
来
す
る
も
の
で
あ

り
、
特
権
所
有
者
の
稽
放
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
に
現
わ
れ
た
る

S
H
W
Eロ
が
部
族
集
圏
の
名
稀
で
あ
る
こ
と

は
、
冨
ロ
ニ
NN
が
⑭
冨
宇
品
ゲ
に
つ
い
て
、
「
叶
R
r
r
E
部
出
身
(
回
目
官
dqHHユ
吋
R
E
E
)」
(
冨
ロ
ニ
N
N
H
S
S
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら

(m) 

か
で
あ
る
。
門
出
問
看
ヨ
と
い
う
語
は
宮
口
ぷ
NN
で
は
全
て
部
族
集
圏
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。

(
お
)

系
譜
上
、
現
段
階
最
も
湖
り
う
る
人
物
は
、
系
譜
2
に
示
す
の
E
Z
F
曲
目
白
山
口
吋
R
ry削ロ
で
あ
る
が
、
彼
は
「
(U
7
5
何
回N
間
宮
ロ

が
広
島
冨
ロ

と
し
た

DFmy--E
の
家
系
に
属
す
」
と
い
う
(

J

円
自
丘
二
h
g。
こ
れ
が
異
質
な
ら
ば
、
こ
の
家
系
は
『
元
史
』
巻
二
三
ハ
、
仏
ロ
刺
仏
口
孫
俸

に
「
擢
啓
土
日
躍
篤
千
戸
、
賜
競
答
刺
翠
」
と
記
さ
れ
、
『
元
朝
秘
史
』
に
も
、
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
に
よ
っ
て
ダ
ル
カ
ン
の
特
権
を
援
け
ら
れ
た

(
泊
)

と
し
て
名
高
い
キ
シ
リ
ク
に
ま
で
湖
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
名
の
起
源
は
や
は
り
稀
競
た
る
宮
島
町
戸
削
ロ
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら

e
m
E
-
E
と

O
E
Z
F
早
口
Z
叶
R
W
Eロ
と
の
聞
を
結
ぶ
系
譜
は
、
今
の
と
こ
ろ
未
確
認
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
吋
R
W
Y
E
部
に
属
す

(

お

)

曲
目
可
達
が
、
買
際

g
同
町
冨
ロ
に
由
来
す
る
特
穫
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
関
連
記
事
は
、
管
見
の
限
り
見
出
せ
な
い
。

こ
の
一
族
と

ω『削
y
m
z
r
v
と
の
関
係
に
つ
い
て
註
目
す
べ
き
は
、
。
y
q
g
y
回
-sUFロ
叶
R
W
Y削
ロ
の
娘
。
担
当
F
R
ω
r包
一
か

ωr削
v
m
c
r
r

- 101ー
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系譜 2 Tarkhan部
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の
第
一
夫
人
で
あ
っ
た
と
い
う
事
貫
で
あ
る

(
玄
己
ぷ

NN
一

回

ω
N
σ
)
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
一
族
は

ω
}
戸
削
ゲ
河
口
}
ハ
プ
と
姻
戚
開
係
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

さ
て
、
表
1
に
示
し
た
叶
R
r
r
E
部
の
白
岡
回
目
Z
Z
B
E
七
名
の
考
察
に
移
る
。

七
名
の
内
、

⑮
J

へ
官
民
・

@
同
3
5
S
F
@
冨
仏
・
0
E
百
円
Y

の
三
名
に
つ

い
て
は
、
残
り
四

(
お
)

名
の
白
g
H
同

達
や

の同君}阿
国同
ω
ゲ
立
と
同
族
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
け
で
、
具
瞳
的
な
血
縁
関

係
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
ω
E
r
p
H
r
y
在
世
中
、

諸
年
代
記
に
彼
ら
は
全
く
登

場
せ
ぬ
。
従
っ

て
ω
『
削
『
河
口
r
y
時
代
の
彼
ら
の
動
静
は

一
切
不
明
で
あ
る
。

一方、

残
り
四
名
の

自
己
同

達
、
す
な
わ
ち
@
-
E
F
@
恒
8
2
叩
口
F
@
冨
在
吋
剖
ダ

@
冨仏・

山
川
口
町
に
つ
い
て
は
以
下
の
如
く
考
察
が
な
さ
れ
る
。

q
L
 

nu 

唱

A

@
長
町
|
|
曲
四
百
円
三
岳
若
宮
で
あ
っ
た
。

E
B
E
を
所
有
し
た。

@
恒
即
日
目
叩
ロ
『
H
I
l
l
白
百
四
三
円
凶
Z
E
で
あ
っ
た
。

Z
B
E
を
所
有
し、

zd司
副

n
E
で
あ
っ
た

(
Z
E
N
N
L
ω
ω
同
〉。

雨
者
は
、

一
三
九
七
年

ω
z
r
H
N
c
r
y
の
阿
在
日
削
印
刷
ロ
赴
任
の
際
、
彼
に
附
け
ら
れ
た
自
己
同

で
あ
る
(

J

へ
自
門
出
H
N
き
る
。
彼
ら
の
地
位
・

職
務
に
闘
し
、
明
白
羽
忌
が
以
下
の
情
報
を
提
供
す
る
。

神
の
思
寵
を
受
け
た
る
大
曲
目
F

メ
'z・白】
s

ロ
za〉
}
日
叶
R
r
r
削
ロ
σ
・
〉
B
H
同
の

}
M
F

可

g
y

間

-
-
U
Z
叶
R
F
E
ロ
(
八
二

O
年
)
H
N
と
与
月
一
一
一
一
日
、
月
曜

(
一
四
一
七
年
九
月
四
日
)
理。

彼
は
陛
下
の
目
g
H
Z
内
凶
Z
E
で
あ
っ
た
。
彼
の
兄
弟
〉
日
目
同
司

8
8
叩口同
日
叶
R
r
E
ロ
ゲ
・

〉
B可

O
E
Z
F
白
「
り
山
口
、
H
R
r
r
E
に
、
同
ヨ
町
田
-E己
B
R
刊
の
職
位
を
授
興

(m，
g
手
一

NNmv)
。



⑬
恒
白
白
血
ロ
官
民
間
に
輿
え
ら
れ
た
曲
目
H
H

巳
己
目
白
同
町
の
地
位
・
職
務
が
、
果
し
て
死
残
し
た
⑫
‘
〉
町
が
所
持
し
て
い
た
も
の
な
の
か
、
こ
の

記
述
か
ら
は
判
断
で
き
な
い
。
だ
が
冨
ロ
ニ
N
N
W
m
，
S
H
f

壁
方
の
記
述
か
ら
、
少
な
く
と
も
、
⑬
恒

g
g
∞
ロ
止
が
一
四
一
七
年
以
降
曲
目
町

巳
己

B
R刊
と

Z
d『削口
Z
の
二
つ
の
地
位
・
職
務
を
任
じ
た
こ
と
は
窺
え
よ
う
。
さ
れ
ば
、
こ
の
時
期
曲
目
町
田
】
目
己
自
民
削
噂
で
あ
っ
た
人
物
は
、

こ
の
⑬
司
自
由
ロ
山
川
口
止
と
、
先
述
し
た
回
目
町
田
部
の
②
臣
品

E
B
巴・

(
九
六
頁
)
の
二
名
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
瞳
曲
目
町
中
の
最
高
者

た
る
回
H
H
H

同門担】
B
E口
氏
削
・
が
同
時
期
二
人
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

い
ま
解
答
を
輿
え
る
べ
き
的
確
な
史
料
は
挙
が
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
な
が

ら
、
一
四
一
六
年
の
同
町

B
E
準
軍
に
参
加
し
た
自
民
同

達
を
列
師
事
す
る
全
て
の
同
時
代
史
料
は
、
一
致
し
て
⑬
恒
忠
告
九
宮
内
同
を
、
②

F
E
E
S

巴
・
を
含
む
他
の
削
H
H
M

可
達
の
筆
頭
に
掲
げ
、
更
に
列
奉
し
た
同
じ
即
日
町
達
を
別
の
箇
慮
で
は
「
〉
B
回
同
信

g
g
q口
出
叶

R
W
V
E
と
他
の

同
日
間
同
達
」
と
記
す
(
恒
〉
H
N
∞∞
Y

N

∞U
1
P
Hり田明日
σ
H
N
N
F

】
恒
〉

υ
H
J
3
3
0

こ
の
記
述
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
時
期
の
回
日
町
巳
'
己
目
白
内

の
寅
態
が
ど
う
で
あ
れ
、
⑬
司
8
2
M
W口
氏
は
一
四
一
六
年
既
に
瞳
下
最
有
力
の
自
己
円
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

一
四
二
四
年
⑬
恒

8
8
叩
凶
片
山
は
死
窺
、
息
子
⑭
宮
忌
同
与
が
後
縫
す
る
。

⑪
冨
手
同
削
げ

1
1
8
L
Z
門
同
日
当
官
で
あ
っ
た
。

2
5
E
を
所
有
し
た
。
明
白
田
宮
と
の
支
配
権
を
所
有
し
た
(
宮
E
N
N
H
E
ω
目
)
。

後
縫
を
俸
え
る
記
述
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

彼

(
H
⑮
司
自

gmw白
片
岡
)
の
正
嫡
〉
ヨ
可
冨
庄
司
削
ゲ
同
，

R
W
Eロ
・
:
に
、
同

ESE--ω
叱
正
陛
下
は
恩
寵
を
賜
わ
っ
た
。
彼
の
父
の
職

位
、
公
司
削
ロ
ム
主
削
の
自
己
同
職
。
ヨ
町
民
ム
仏

ZE--
回
」
削
〉
を
〉
S
H
H

富
山
官
与
に
委
ね
た
(
〉
河
口
位
。
)
。

-103ー

右
記
に
み
え
る
「
含
看
削
ロ
ム
主
削
(
中
央
官
隠
)
の

BMH同
職
」
が
、
四
日
目
円
ム
円
回
目
当
官
の
職
務
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
、
諸
史
料
の

(

幻

)

関
係
の
記
述
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
⑬
宮
在
日
σ
は
、
宮
ロ
ニ
闘
の
記
述
に
あ
る
如
く
、

自
己
ヱ
岳
割
削
ロ
の
地
位
・
職
務
を
一
四
二
四
年
以
降
保
持
し
た
の
で
あ
る
。
彼
に
は
明
白
凶

F
B〕
の
所
領
が
宮
己
ぷ
N
N
に
見
出
さ
れ
る
が
、
他

門日目当削ロ

の
諸
史
料
か
ら
そ
れ
を
裏
附
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
彼
の
死
硯
は
一
四
一
一
一
一
年
と
さ
れ
る
(
司

g
忌
日
目
。
)
。
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⑬
豆
円
四
・
叩
白
出

1
1
1
2戸

H
H
-
T凶
H
d
司
副
ロ
で
あ
っ
た
。

E
B
E
を
所
有
し
た
ハ
冨
尺
仲
良
H
H
ω
ω
ダ

ω
z
r
岡山口

ry
の
宮
司
削
ロ
冨
の
項
〉
。
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彼
の
活
動
期
聞
は
記
録
上
一
四
一

O
年
か
ら
一
四
四
六
年
ま
で
、

ω
z
r
H
N
c
r
y
時
代
の
ほ
ぼ
全
睦
に
亙
っ
て
い
る
。

一
四
四
六
年
の
記
録

と
は
、

ω
z
r
H
N
C
W
Y
の

司

E
ム

メ

E
B
進
軍
に
際
し
、
円
山
H
d

弔
問
ロ
内
の
自
己
門

職
。
日削円三
)
の
潟

国
民
営
に
留
め
ら
れ
た
と
い
う
も
の
で

あ
る
(
〉
河
口
∞

8
・
gδ
。
彼
が
自
己

Z
(同

Z
E
で
あ
っ
た
と
い
う
宮
口
ぷ
誌
の
記
述
は
、
こ
の

門-
Z
E
と
の
関
連
を
一
示
す
記
録
か
ら
一
泉

附
け
ら
れ
る
か
と
思
わ
れ
る
。

以
上
検
討
の
結
果
、

ω
E
r
岡
山
己
岳
在
世
中
に
登
場
す
る
叶
R
r
r
E
部
の

R
U
M
-
2
5
E
四
名
全
員
が
、
自
己
吋
'
H

円
回
目
当
官
と
し
て

ω
E
F

HNCWY
麿
下
に
参
入
し
、
そ
の
内
少
な
く
と
も
二
名
が
苫
当

r
z
職
を
任
じ
、

が
わ
か
っ
た
。

一
名
が
醒
下
最
有
力
の
自
己
同
巳
自
己
自
由
同
町

で
あ
っ
た
こ
と

(3) 

a
k
p

戸
時
阿
世
家

こ
の
家
系
の
所
属
部
族
名
は
不
明
。
こ
の
家
系
が
表
舞
蓋
に
登
場
す
る
直
接
の
契
機
を
作
っ
た
と
思
わ
れ
る
⑬

RE巴
内
同
の
名
を
以

っ
て
、

(

お

)

「
メ
E
同曲

家
」
と
稿
す
。
系
譜
3
に
一
示
す
よ
う
に
、
メ
-FW同
家
に
は
K
F

門E
W
以
下
に
三
系
統
が
認
め
ら
れ
る
。
〉
円
山
口
}
内
自
身
に
つ
い
て
は
一

-104一

切
不
明
で
あ
る
。
考
察
劉
象
は
⑬
メ

E
E
と
@
ω
r
a
w
-戸
〉
ゲ
白
色
匂
主
-
父
子
で
あ
る
。

⑬
メ

E
S
-
-田
HHHHZ
円
回
目
当
官
で
あ
っ
た
。

E
S
E
を
所
有
し
た
。
呂
田
同
省
と

ω曲目
w
Z
の
支
配
権
及
び

r
r
Eロ
の
徴
税
権
(自
己
宮
主
町
)

も
所
有
し
た

o
E
E
F倒
的
『
で
あ
っ
た
(
宮
口
ぷ
闘
い
呂
ω
$
。

彼
の
活
動
は
一
四

O
五
年
か
ら
一
四
四

O
年
ま
で
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
関
白

HUH-
岳
項
削
ロ
と
い
う
彼
の
地
位
・
職
務
の
遂
行
を
示
す
と
思

わ
れ
る
記
録
が
以
下
の
如
く
見
出
さ
れ
る
。

一
四

O
九
年
第
一
次
冨
劃
宅
問
削
・
主

12mwYH
卒
定
の
際
、

ω
E
V
H
N
C
W
Y
は
「
前
も
っ
て
〉
日
町
長
-
町
田
ナ
ロ
同
ロ
メ

-F白
を
門
回
目
当
官
の

役
人
達
〈
z
g
g剖

-
B

可

L
門
司
削
ロ
)
と
共
に
、
城
市
と
財
庫
の
掌
握
の
篤

F
B
R円以同
HL
へ
波
遣
し
た
」
と
い
う
(
〉
列
ニ

ωN〉
。
こ
の
時
の
門
戸

Z
E

の
役
人
と
は
、

ω
a
u『
広
岡
県
宵
回
目
'UHロ
と

ω喜
三
円
H
N
aロ
同
て
〉
σ正
日
ロ
の
二
名
で
あ
っ
た
(
匂
8
5
H
5
3。



'Alika家

⑬‘4ilh;⑤st 

@併sJいm町ゆ叫y作kth1 」UM s l hh  亙
Abu al-Facll-! -UJ.U，" '<>'o 

Baba 
Mas'ud 

系譜3
Aduk 

Khw亙jaR亙sti

B亙b亙 Mahmud

Musa Baba Musa 
Mirak 

709 

Mus亙Shaykh

Sultan Adham 

(Barl亙s部)

ま
た
一
四
二

O
年
第
一
次
凶
昏

R
E三
宮
遠
征
の
際
に
は
、
関
rd品
V

C
旦σ
同
--UMロ
冨
ロ
ザ

BHH岡戸田島

冨

5
E口
氏
自
B
E
E
と
共
に
、
円
防
省
副
ロ
の
租
税
〈
ω
自
唱
削
}
司
阻
止

E
Z
告
司
削
ロ
円
)
の
掌
援
の
潟
、
『
与
H
M
N

へ

涯
遣
さ
れ
た
。
同
地
に
お
い
て
、
「
〉

B
町

長

E
・
巳
・
り
日
ロ
メ
-HW
同
は
臣
民
会
民
ぞ
百
円
〉
に
閥
わ
る
諸
事
、

王

園
の
重
要
事
を
正
し
く
遂
行
し
た
。

P
R削
吋
凶
由
民
が
作
り
出
し
て
い
た
新
し
い
習
慣
を
麗
し
、

シ
ャ
リ

l

ア
に
関
す
る
事
柄
の
整
備
、
全
て
の
重
要
事
の
掌
握
に
従
事
し
た
」
と
記
さ
れ
る
(
〉

musu--企
P
恒
〉
口

ω
ω
N
P
ω
ω
∞
ぴ

w
ω
ω
@伊
)
。

右
記
の
内
、
彼
に
同
行
し
た
と
記
さ
れ
る

ω昌
三
円
日
明
白

-FZ
色
・
ロ

z・
ω
a
uユ門
H
N
a口
同
て
〉
σ正
日
ロ
の

二
名
は
、
冨
c
aFN

N

で
は

ロ
目
当
日
明
白
骨
肉
削
ロ
ム
叶
削
」
H
W

の
項
に
-
記
名
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

D
三
σ
色

'uz

zc官
B
B包
冨

5
Y田
口
民
自
ヨ
ロ
削
巳
も
、
町
内
ぷ
手
で
は
剛
ハ

rd号制」同

ω
Z目
的
早
口
問
ロ
宮
戸
}
E
5
5注
目
・

-105ー

や
は
り

Ed司H
回
目
念
的
削
ロ
ム
叶
と
H

W

の
項
に
記
名
の
あ
る
宮
口
'

V
問
自
白
色
白
ヨ
ロ
削
巴
と
思
わ
れ
る
(
冨
ロ
ニ
N
N
H
H
ω
ω

ず
)
。
ロ
担
当
日
印
回
ロ
門
U
m
E
a
F
H，削』
H
W

と
は
、
諸
史
料
で
は

省
民
間
円
で
あ
る
と
か
包
-vF
ム
Z
E
な
ど
と
稿
さ
れ
、
こ
の

ω
曲目白

Z
g仏
や
叶
与
同
日
N

の
場
合
に
見
る

如
く
、

ω
E
r
岡
山
己
岳
に
従
軍
し
服
属
し
た
都
市
へ
赴
い
て
財
庫
や
租
税
を
掌
握
し
た
り
、
課
税
に
闘
す
る

仏同町
S
円
(
帳
簿
〉

の
作
成
や
(
〉
河
口

5
3、
御
前
曾
議
に
お
い
て
徴
税
に
闘
す
る
協
議
を
行
な
う
(
〉
河
川

日
ロ
削
巴
と
な

っ
て
お
り
ハ
明
怠
H
V
H
N
8
〉、

aAF)
な
ど
、
言
わ
ば
財
政
面
の
執
行
ス
タ
ッ
フ
で
あ
っ
た
。

曲
目
町
・
:
凶

Z
E
で
あ

っ
た
⑮
メ
E
S
は
、
こ
れ
ら
希
同N
H
同
と
如
何
な
る
閲
係
に
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
に

つ
い
て
は
先
越
の
、
「
〉
B
H同

a

〉

Z
E
を
門
出
者
削
ロ
の
役
人
と
共
に
」
と
か
、
彼
の
名
を
代
表
さ
せ
て
「
全
て

の
重
要
事
の
掌
握
に
従
事
し
た
」
と
い
う
〉
河
の
表
現
か
ら
、
地
位
と
し
て
司
自
可
達
の
上
に
あ
っ
た
と

推
察
さ
れ
る
。

一
四
四

O
年

ω
E
V
河口

w
r
は

ω日
E
W
Z
へ
鷹
狩
り
に
出
愛
す
る
際
、
「
〉
ヨ
町
長
]
H
W

同
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関口

-s-gmr
を
国
民
間
門

の
支
配
に
留
め
た
。

数
名
の
内
同
日
当

E
Q削
ロ
を
彼
の
許
に
置
い
た
」
と
い
う
(
〉
河
川
昌
⑦
。
〉
H
N

で
の
門
町
考
古
ぞ
削
ロ

(
m
U
)
 

は
話
回

NH円
遠
の
一意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
記
述
か
ら
も
彼
が
話
回
NHH
達
の
上
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
か
く
君
、宮
町

の
上
に
立
っ

て
園
務

・
財
務
に
携
わ
る
被
の
立
場
は
、白
HH
戸
山
門
ム
門
同
日
若
宮
の
寅
態
の

一
端
を
示
し
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
⑬
メ
z
r白
は
そ
の
晩
年
、

麿
下
最
有
力
の
自
己
円
た
る
貫
力
を
保
持
し
て
い
た
。
そ
れ
は
以
下
の
推
定
に
基
づ
く
。

〉
ヨ
町
長

-H}内
担
問
ロ

E
-
g岳
の

残
後
、
〉
ヨ
同
門
同
色
刷
-
巳
・
ロ
門
口
出
品
目

ω
z
r
の
権
威
と
権
力
は
以
前
よ
り
も
増
大
し
、
他
の
き
回
目
同

達
、

園
家
の
柱
石
達
に
は
園
務
と
財
務
の
如
何
な
る
事
柄
に
つ
い

て
も
権
力
は
残
ら
な
か
っ
た
(
同
「
若
宮
缶
百
昨
日

8
3
0

右
記
の
〉

BH司
』回]
削戸田

]-uzm，

HHEω
Z
Y
と
は
、
@
百
円口

N
ω
E
r
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
人
物
が
記
述
に
あ
る
如
く
園
務
・
財
務
に
製

肘
無
き
権
力
を
行
使
し、

紛
れ
も
な
く
陛
下
最
高
の
買
力
者
と
な
っ
た
事
賀
は
後
程
詳
述
す
る
。
い
ま
問
題
な
の
は
、
こ
の
@
明
日
丘
町

ω
z
r

の
首
位
の
座
獲
得
が

「
〉
百
円
円
・
〉
E
S
同
県
白

]g
mr
の
残
後
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
貼
で
あ
る
。
き
れ
ば
⑬

a
E
H
E
は
生
前
@
百
円
。

N
ω
Z
F
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と
同
等
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
買
力
を
保
持
し
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
⑮
‘
〉
巴
内
回
が
鷹
下
最
有
力
の
自
己
同
た
る
賓
力
を

保
持
し
て
い
た
と
考
え
る
所
以
で
あ
る
。

彼
の
所
領
に

つ
い
て
み
て
み
る
と
、
冨
己
負
H
N
N

は
富
民
話
と

ω向
島

Z
の
支
配
穫
と

r
p
y
E
の
徴
税
擢
を
記
し
て
い
る
。

r
r
gロ
の

徴
税
権
を
裏
附
け
る
記
述
は
諸
年
代
記
か
ら
は
認
め
ら
れ
な
い
。

一
方
、
富
氏
名
と

ω白
E
r
z
に
つ
い
て
は
以
下
の
記
録
が
認
め
ら
れ
る
。

先
ず
兵
の
召
集
に
闘
し
、一

四

O
六
年
他
の
田
口
同
町
数
名
と
共
に

ω同
E
r
Z
と
宮
貨
当
か
ら
彼
ら
の
監
督
下
に
あ
る

(
g
a
E
Z
E
E
-
E
B削
ヨ
-

山田富ロ
)
兵
を
率
い
た
と
い
う
事
質
、
及
び
一
四

O
七
年
他
の
二
名
の
回
目
町
と
共
に

∞
包

m
r
F
ω
月間

wzw
呂
田

Hdqw
宮
削

r
r
E
の
兵
を
一年

い
た
と
い
う
事
買
が
確
認
さ
れ
る

(
国
〉
一

g
p
〉
河
一

5
3
0
更
に
目
を
引
く
の
は
、

一
四
一

O
年
に
行
な
わ
れ
た
富
良
司

の
復
興
事
業

に
お
い
て
大
回
目
町

か
ら
は
彼
と
⑮
宮
口
凶
削
回
∞
ヨ
巳
が
責
任
者
と
な
り
、
濯
概
工
事
に
始
ま
る
一
連
の
修
築
に
携
わ
っ
て
い
る
事
買
で
あ
る

(
恒
〉
ニ
H
N
P

〉
河
口
同
包
〉
。

彼
と
富
田
同

dq
と
の
関
係
は
彼
の
残
す
る
二
年
前
の

一
四
三
八
年
秋
に
も
認
め
ら
れ
、
そ
の
時
は
富
良
宅
地
方

(
m
w
)
 

で
「
農
耕
と
建
築
〈

N
E耐え
dg
」日削

E
)」
に
従
事
し
た
と
い
う
(
冨
巳
岳
司
削
ロ
仏
日
戸
ω
〉
。
こ
れ
ら
の
記
録
は
彼
の
冨
問
看
と

ω向
島
宮

の



支
配
擢
所
有
の
一
端
を
示
す
と
見
倣
せ
よ
う
。

(

幻

)

⑬
メ
ロ
E
の
息
子

@ω}Mary
〉
σ凶同】
1

明
白
色
に
つ
い
て
の

zcaFNN
の
傍
注
は
⑬
メ
ロ
E
と
同
一
な
の
で
割
愛
す
る
。
彼
は
一
四
四

O

(
位
)

年
、
父
よ
り
岳
項
削
ロ
ム
ベ
釘
の
職
位
(
日

g包
ゲ
ム
仏
刊
誌
ロ
ー
ζ
」
削
〉
を
相
摘
惜
し
〈
〉
河
川
主
吋
〉
、
自
己

2
岳
4
4
削
ロ
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
そ
の
後

ω
E
r

河口
rr
の
残
年
ま
で
瞳
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
(
〉
河
川
∞
芯
)
。

と
こ
ろ
で
こ
の
家
系
は
⑬
‘
〉
E
S
に
よ
っ
て

ω『削
r
河口
w
r
と
特
別
な
闘
係
、
が
結
ぼ
れ
て
い
る
。

第

一
に
指
摘
す
べ
き
は
、
冨
ロ
ぽ
N
の
「

}
S
E
-
g各
(
乳
兄
弟
)
だ
っ
た
」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
〉
河
に
は

「
か
の
陛
下

(
H
ω
E
V
河口
WV〉

の
日
内
向
E
-
g岳
で
あ
っ
た
〉
ヨ
町
長
E
S」
(
〉
MN
い
き
)
と
更
に
明
確
に
自
記
さ
れ
、

⑬
メ

-HF同曲
、が

ω
zr
河
口
町
r
と
乳
母
を
同
じ
く
し
て

育
っ
た
乳
兄
弟
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

第
二
の
指
摘
と
し
て
以
下
の
記
述
を
引
く
。

〈
⑬
‘
〉
Z
E
は
)
い
つ
も
宴
舎
や
集
舎
で
誇
ら
し
げ
に
語
っ
て
い
た
。

「
叩
与

F
D
F
H削
ロ
陛
下
〉
宮
町
叶
EMU同州内
R
Eロ
は
、

ω
z
r
M
N
z
f
r
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陛
下
を
私
に
託
さ
れ
た
官
官
邑
〉
」
と
(
〉
月
一
足
ヴ
。

ω
E
Y
河口
rr
の
生
年
は

二
二
七
七
年
(

J

門
誌
缶
h

H

き
る
。
⑬

R

〉
日
目
}
内
向
は

一
四
四

O
年
の
死
授
の
際
、
九

O
歳
を
越
え
て
い
た
と
い
う
か
ら

(
〉
河
口

2
3、
ω
E
F
閉山口
rr
の
誕
生
時
に
は
二

O
代
後
半
で
あ
っ
た
と
い
う
計
算
に
な
る
。
乳
兄
弟
と
は
言
い
な
が
ら
か
な
り
の
年
齢
差
が

あ
っ
た
わ
け
で
、
従
っ
て
吋

H
B
R
が
彼
に

ω
z
r
m己
岳
を
託
す
と
い
う
こ
と
は
年
齢
の
貼
か
ら
も
首
肯
で
き
る
。

か
か
る
黙
を
踏
ま

ぇ
、
い
ま
、
こ
の
⑬
‘
E
H
E
を

ωr岱
河
口
ry
の
後
見
人
と
す
る
∞
・
∞
・
切
曲
。
4
2
r
h
氏
の
考
え
を
追
認
す
る

(

お

)

ロー同一司・印∞〉。

ハ
な
吋
羽
可
申
申
制
国

2
0
呂
田
区
同
3
.

以
上
で
メ
E
S
家
の
回
目
日

Z
Z
B削
ロ
⑬
メ
ZW同
と

@
ω
r
a
r
y
〉
σ白
色
匂
&
-
の
検
討
を
終
え
る
。
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k
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間
開
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田
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回
切
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国
札
制
V

家
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系譜4 Arghun Shah家

Arghun Sh亙h

Muhammad 
Shah 

Isma'il 

⑧MQ_d. Sh亙h

Uways 

@Khwand Shah 

@Sa'adat 
I I I 

‘Ali Sult亙n Abu 
Sult亙n I:lusayn Sa'id 

@FlrlfIZ Shah 

②AQ_mad 

(

引

品

)

(

お

)

所
属
部
族
名
は
不
明
。
但
し
系
譜
4
に
一
示
す
〉
同
m
r
E
ω
ゲ
削
「
は
、
叶
C
H
r
s
E
系
の
ぬ
r
E
削
ヨ
(
小
姓
)
で

あ
っ

た
と
博
え
ら
れ
る
(
叶
丘
一
色
白
)
。
こ
の
家
系
が
テ
ィ
ム

l
ル
朝
政
権
に
参
興
す
る
契
機
を
作
っ
た
と
思
わ

れ
る
こ
の
〉
同
m
y
E
ω
z
r
の
名
を
以
っ
て
、
「
〉
門
的
吉
ロ
ω
Z
F
家
」
と
稽
す
。
考
察
封
象
は
@
百
円
口
N
ω
Z
Y

@
〉
H
M
g
包
・

@
H
p
d
司
副
ロ
仏
ω
}
凶
副
y
w

@
E
Z
・
ω
Z
Y

@
ω
竺
削
仏
国
同
の
五
名
で
あ
る
。

@
百
円
。
N
ω
E
Y
-
-
m
凶
H
U
H
-
門
町
名
削
ロ
で
あ

っ
た
。

E
B
E
及
び
〉
Z
Z
ロ
「
の
支
配
権
を
所
有
し
た
(
冨
己
ぷ
N
N
一

H

∞ω白
〉
。

右
記
よ
り

@
明
日
H
E
ω
「
削
「
の
地
位
・

職
務
と
し
て
、
白
B
H
Z
会
話
削
ロ

が
認
め
ら
れ
る
。

し
か
し
こ
こ
で
は
、

年
代
記
よ
り
四
つ
の
事
例
を
星
示
し、

彼
が
ω
ゲ
削V
H
N
z
r
y
治
世
晩
期
紛
れ
も
な
く
自
己門

中
の
最
高
者

自
己
同

白
-
-
c
g
m
w
同
門
で
あ
り
、

膳
下
最
高
の
買
力
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
特
筆
す
る
。

一
四
三
四
年
、
ω
z
r
H
N
Z
W
Y
は
第
三
次
回
ι
r
R
E
己
削
ロ

遠
征
を
決
定
す
る
。
そ
の
決
定
の
経
緯

-108ー

(事
例
1
)

は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。

園
家
の
柱
石
達
、
御
前
の
貴
顛
達
は
、
そ
の
(
同
門
F
R
E
三
宮

遠
征
の
)
延
期
の
篤
力
を
蓋
し
た
が
無
駄

と
い
う
の
は
、
〉
百
回
同
】
白
E
同
ナ
ヨ
ロ
ヨ
Z
N
ω
E
Y
が
内
密
に
、
「
宮
町
N
劃
切
削
ヨ
ロ
ロ
m
F
C
円

(σ
・

〈
叫
叫

)

ω
V
岱
河
口
W
Y
)
が
逝
か
れ
た
故
、
こ
の
戦
役
は
是
非
行
な
う
べ
き
で
す
」
と
上
奏
し
、
か
の
陛
下
は
そ
の

£
-
つ--。

ナ
4

み

/

日
薬
を
承
諾
し
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
(
〉
河
口
町
山
吋
N
)
。

(
事
例
2
)

附ハゲ唱削』
白
】U
同
町
〉
-
v
g
邑
と
メ
ロ
ω
7
2
0
削
旦

が
御
前
曾
議
に
参

列
し
、
】
削
目
地
方
の
徴
税
に
つ
い

て
協
議
し
て
い
た
。
そ
の
席
上
、
そ
の
頃
ω
z
v
m
z
w
r
に
目
を
掛
け
ら
れ
、

若
宮
町

職
を
狙
っ

て
い
た
同
7
4
〈
削
百
ω
E
B
凹
回
ナ
ロ
宮

、が
、
‘
〉
]
F
ω
7
2
円
山
削
ロ
日
の
失
策
を
上
奏
す
る
に
至
っ
た
。

一
四
四

一
年
、
時
の
当
S
F

ω日戸削YMNZV円一yは
事
の
調
査
を
首
時
日
出
回
同
世
「
E
H
M
R
同
・

で
あ
っ
た
@
目
立
M
N
ω
Z
Y
に
命
じ
た
。
彼
の
調
査
に



よ
り
メ
町
ω
F
E
包
巳
は
罷
克
、
代
わ
り
に
同
7
4『忠
m
w
ω
r
曲
目
印
曲

-sロ山
口
が
当
日
目
同
に
就
任
し
た
。
ま
た
烈
y
d
司
旦
印
刷
M
W
〉
H
V
B
包
は
、
園

務
と
財
務
に
閲
し
て
擢
威
の
極
み
に
あ
っ
た
@
明
日
同
旨
ω
E
F
の
政
策
を
常
に
桓
絶
し
、
そ
れ
を
自
慢
に
し
て
い
た
の
だ
が
、
彼
も
ま
た
こ
れ

を
機
に
そ
れ
ま
で
の
勢
力
を
失
っ
た
(
〉
河
口
叶

2
・
3
3
。

一
四
四
二
四
三
〉
・
0
・
¥
八
四
六
〉
・
戸
、
H
N
a
と
品
同

2
・
七
〉
』
曲
目
方
面
の
宮
E
S
選
定
の
問
題
が
持
ち
上
が
っ
た
。
こ
れ

(
幻
)

よ
り
前
、
@
明
日
H
E
ω
『
削
『
は
国
民
削
円
で
切
札
戸
内
包
a
u
z
a
d
B
R
か
ら
一
つ
の
話
を
聞
い
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
は
、
回
同
r
削
.
同
-
'
口
問
ロ
が

(
事
例
3
)

心
印
刷
当
日
ロ
に
あ
る
ω
r
a
r
r
〉
H
V
自
主
の
E
N
削
町
の
廟
を
参
奔
し
た
際
、
「
ω
v
a
r
y
〉
H
V
B
色
。
E
N
削
ロ
が
偉
大
な
る
聖
者
達
と
共
に
、
冨
間
同
N
削

ω
巳
芯
ロ
Z
c
g
B
自
主

σ・
切
削
ヨ
ロ
ロ
m
v
日
σ・
ω
E
ロ
河
口
w
r
を
か
の
地
の
冨
-25
に
し
た
。
」
と
い
う
内
容
の
啓
示
を
授
け
ら
れ
た
と
い
う

も
の
だ
っ
た
。
絶
劃
的
擢
カ
の
所
有
者
(
包
-
r
f
F
r
r
Z
3
2
B
Z
2
2
〉
で
あ
っ
た
@
H
J
H
E
ω
E
F
は
、
こ
の
話
を
記
憶
に
留
め
て
い
た
の
で
、

か
の
地
の
宮
E
B
に
冨
可
品
ω
己
芯
ロ
冨
c
宮
田
自
主
を
推
し
た
。
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
ω
Z
Y
河
口
r
y
の
決
定
を
み
た
(
〉
河
口

J

ミ
ω
・
3
S
。

ハ
事
例
4
〉

一
四
四
三
年
、
@
明
日
円
白
N
ω
z
r
の
園
務
と
財
務
に
お
け
る
権
力
と
専
制
は
筆
舌
に
壷
く
し
難
い
程
と
な
っ
た
。
ω
z
r
剛
山
口
W
Y

-109一

に
は
こ
の
こ
と
が
重
苦
し
く
の
し
か
か
っ
て
い
た
の
だ
、
が
、
他
に
園
事
を
遂
行
で
き
る
白
B
H
H
が
い
な
か
っ
た
の
で
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い

た
。
そ
の
頃
者
同
N
H
H
の
ω
a
u
ユ
門
で
回
目
立
包
1
0
E
は
日
毎
に
勢
力
を
増
し
て
い
た
。
@
目
立
M
N
ω
Z
F
は
、
回
同
日
目
岳
地
方
の
税
の
掌
握
の
魚
、

彼
を
一
該
地
に
波
遣
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
彼
は
そ
の
任
命
を
僻
退
し
許
し
を
請
う
た
が
無
駄
だ
っ
た
。
ω
E
Y
H
N
ロ
W
F
も
ま
た
、
ω
印
可
可
正

a
H
自
主
主
自
己
円
ロ
に
は
出
巳
W
V
の
重
要
事
以
上
の
任
務
途
行
を
墓
ん
で
い
た
の
だ
が
、
@
明
日
H
E
ω
E
F
の
決
定
を
饗
え
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
(
〉
河
川
、
吋
8
h
E
)
。

以
上
回
つ
の
事
例
よ
り
、
@
同
り
日
Z
N
ω
冨
何
回
が
軍
事
(
事
例
1
)
、
圏
内
統
治
(
事
例
3
)
、
財
務
執
行
ス
タ

ッ
フ
た
る

羽田NH同

達
(
事
例
2
、

4
〉
に
封
し
躍
下
最
高
の
買
力
を
備
え
て
い
る
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
か
く
園
務
と
財
務
南
面
に
わ
た
る
彼
の
製
肘
無
き
擢
力
が
、

事
例
2
に
み

え
る
自
己
同
色
a
E
ロ
白
内
と
い
う
地
位
・
職
務
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
た
だ
、
一
つ
正
確
を
期
す
な
ら
ば
、
彼
が
轄
下
唯
一

最
高
の
貫
力
者
と
な
る
の
は
前
述
の
⑮
メ
E
S
の
硬
後
、
す
な
わ
ち
一
四
四

O
年
以
後
の
は
ず
だ
か
ら
、
曲
目
町
巳
'
ロ
ヨ
民
間
・
の
職
位
も
或
い

-'113 
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(

m
ぬ
〉

は
⑬
メ
Z
E
硬
後
に
獲
得
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

一
四
四
四
年
@
同
日
弘
前
ω
z
r
は
死
現。

息
子
@
〉
σ
B
邑
が
門
町
名
削
ロ
ム
主
削
の
回
目
同
門

職

(
戸同口町民
ーζ
Z
Eaz
-
-
ど
を
相
損
す
る
(
〉
河
川

(ぬ
)

E

C
。
こ
の
岳
d
S
ロ
ム
由
民
]
削
の
回
目
H
H
職
と
は
、
自
己
円
'
二
日
目
若
宮
の
職
務
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
⑫
〉
-
v
B
包
は
一
四
四
七
年
ω
E
r
岡
山
口
r
v

の
残
す
る
ま
で
麿
下
に
あ
っ
た
(
〉
初
日

g
g。

こ
の
一
族
の
所
領
に

つ
い
て
考
察
す
る
。

先
ず
冨
ロ
ニ
N
N
は
@
百
円
E
ω
E
r
の
〉
E
Z
口
『

の
支
配
権
所
有
を
記
す
が
、
他
の
諸
史
料
か
ら
そ
れ
を
裏
附
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
の
一

方
、
我
我
は
以
下
の
如
き
知
見
を
得
る。

長
き
に
亙
り
、
r
p
E
ロ
に
つ
い
て
は
そ
の
支
配
穫
は
〉
日
町
百
円
口
N
ω
ゲ
削
「
に
属
し
て
い
た
。
最
初
彼
の
兄
弟
〉
日
可
欠
ゲ
削
ロ
仏
ω
『
削
y

〈日
@
同
y
t
乱
ロ
門
田
ω
V
削
「
〉
が
r
r
E
ロ
の
グ
削
E
S
で
あ
っ
た
。
彼
が
死
ん
で
後
は
、
〉
B
日
同
呂
町
凶7
5ロ
門
日
ω
z
r
(
H
⑧
冨
乞
・
ω
E
Y
)

が
(
冨
E
B
で
あ
っ
た
)
。
そ
の
頃
〉
ヨ
町
富
島
g
巳
仏
ω
z
r
は
病
と
な
っ
た
。

〉
S
H
円
ω
ペ
包
回
同
ゲ
・
〉
日
間
同
問
Y
E
仏
ω
E
V
(
H
@

-110ー

ω
民
包
曲
。

が
お
じ
の
見
舞
い
に
行

っ
た
。
・
:
:
間
も
な
く

〉
B
H
円
冨
品
目
包
ー
ω
E
F
は
死
ん
だ
。

〉
B
H
H
ω
伊
ぷ
含件

、が
後
継
者
と
な

っ

た
(
V
a
p
同
日
υ

句
。
・
門
町
・
叶
』
J

町二
ωωω)
。

r
p
v
宮

、が

ω
z
r
m
c
r
F
の
支
配
下
に
入
る
の
は
一
四
一
四
年
。
そ
の
時
呂
町
品
目
N
5
s
s
σ
・

d
s
R
ω
y
a
r
r
H
U
・

吋
日
目
白
円
が
統
治

を
委
ね
ら
れ
る
(
恒
〉
口
N
b
p
〉
同
仰
い
い
お
N
)
。
】
同
a
p
門
戸
の
記
述
に
あ
る
@
同
r
d
『
宮
島
ω
}
凶
削
『

は
、
富
山
H
N
削
剛
山
5
g
g

の
硬
後

H
O
P
E
ロ
の

官
在
日
と
な
り、

一
四
三
五
年
に
残
し
た
と
停
え
ら
れ
る
(
〉
河
川
ミ

3
0
ま
た
@
ω竺削島田貯

は
r
r
r
E
の
門
町
同
口
何
日
戸
田
で
あ
っ
た
が
、

四

四
六
年

呂
町
品
ω
己
窃
ロ
宮
口
官
ヨ
自
主
の
侵
攻
に
遭
い
、
捕
え
ら
れ
て
い
る

報
を
総
合
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
一
族
が
r
p
y
E
の
支
配
権
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
に
疑
問
の
絵
地
は
な
く
、

(
川
叫

)

(

H

U
)

m
g
g
B
窺
後
か
ら
一
四
四
六
年
ま
で
の
こ
二
年
間
と
見
倣
せ
よ
う
。

次
に
、
こ
の
〉
何
百
ロ
ω
Z
Y
家
の
ω
E
F
H
N
c
r
r
と
の
関
係
に
お
け
る
特
徴
を
、

(
〉
河
川
市
山

8
・
レ『田‘四回同日日印U1H・

吋』
J
同

H
8
3。
こ
れ
ら
の
情

そ
の
所
有
期
聞
は
宮
町
品

そ
の
嘗
主
と
思
し
き
@
百
円
官
ω
z
r
と
ω
Z
F



河
口
}
同
町
の
鮮
に
焦
離
を
絞
っ
て
考
察
す
る
。

@同町

HH口
N
ω
z
r
の
父
〉
同

myロロ

ω
E
r
は、

一
四

O
五
年
か
ら
一
四

O
九
年
ま
で

ω
g
R官
包
を
援
黙
に

ω
z
r
p
F
と
劉
抗
闘

(

州

出

)

吋
問
自
白
同
の
許
で
、
有
力
自
民
同
の
一
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
〉

H
m
r
E
ω
Z
F

係
に
あ
っ
た
宮
町
品
開

E
E
ω
ロ
宮
ロ
ゲ
・
宮
町
削
ロ

ω
E
F
ゲ・

異
な
る
政
権
の
下
で
、

は、

ω
Z
F
H
N
c
r
r
が
一
四

O
九
年

ω由
B
R
A
g仏
を
服
属
さ
せ
た
際
に
慮
刑
さ
れ
る
(
問
白
羽
目

f
H
5
6。
さ
れ
ば
こ
の
四
年
開
、
父
と
子
が

し
か
も
互
い
に
敵
劃
す
る
支
配
者
の
許
で
各
各
活
動
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は

ω
z
r
岡山岳

V
の
@
目
・

同ロ

Nω
『削『

に
劃
す
る
信
任
が
家
系
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
@
岡
山
片
山

N
ω
g
r
個
人
に
由
来
す
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

で
は
そ
の
個
人
的
関

係
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
微
弱
な
が
ら
次
の
記
述
、
が
目
を
引
く
。

彼
(
H
@
明
日
同
ロ

N
ω
E
F
)
は
、
若
年
の
初
め
か
ら
人
生
の
晩
年
ま
で
忠
誠
の
足
跡
を
以
っ
て
阿

P
E
E
-
F
ω
p
a
E
に
仕
え
た
(
同

rd『削・

ロ円山田口回目同日。

ω0・。
ω]F〉。

す
な
わ
ち
、
彼
は
そ
の
少
年
時
代
か
ら
生
涯
を
逼
じ
て

ω
z
v
m
c
r
y
に
仕
え
た
、
言
わ
ば

ω
E
F
H
N
Z
W
V
子
飼
い
の
田

B
W
の
生
え
抜
き

だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
因
に
彼
の
記
録
を
湖
る
と
、
回
目
白
同
の
七
年
戦
役
(
二
ニ
九
九
|
一
四

O
四
〉
の
際
、
既
に

ω
E
F
H
N
Z
W
V

の
即
日
間
同
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
(

J

町
民
岳
山

ω∞
U
Z。
つ
ま
り
、
彼
は
叶

H
B
R
の
生
前
か
ら

ω
E
Y
河口

wr
の
捜
す
る
三
年
前
ま
で
絶
え

ず

ω『
岱
河
口

wr
に
伺
候
し
つ
づ
け
た
と
見
倣
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
家
系
の

ω
Z
Y
岡山口

rr
時
代
に
お
け
る
浮
上

は
、
@
明
日
同
同

N
ω
r削
r
、
が
幼
少
期
よ
り
培
っ
た

ω
E
F
河口
wr
と
の
信
頼
関
係
に
基
づ
く
と
考
え
て
大
過
あ
る
ま
い
。

結

以
上
、
最
-初
に
表
ー
を
も
と
に

ω
E
Y
河口

WV
瞳
下
の
中
接
釦
自
可
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
た
切

R
E凹
部
、
叶
R
r
r
E
部
、
メ

E
S
家、

〉同ぬ

FPロ
ω
z
r
家
に
属
す
回
目
日
同

-
F
Z
B
E
に
つ
い
て
、
検
討
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
結
果
こ
の
四
つ
の
血
縁
集
圏
は
各
各
、
〈
同
族
〉
、
〈
姻

715 

戚
〉
、
〈
乳
兄
弟
か
つ
後
見
人
と
そ
の
一
族
〉
、
〈
子
飼
い
の

mg町
の
生
え
抜
き
と
そ
の
一
族
〉
と
い
っ
た
特
性
を

ω
z
r
岡山口

WV
と
の
聞
に
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保
持
し
つ
つ
、
①
冨
主
同
与
(
切
回
吋
]
副
凹
部
〉
、
⑬
何
一
自
由
明
言
∞
巴
(
叶
由
同
F
E
部
)
、
⑭
a
E
-
E
(
・
E
F
曲

家
〉
、
@
司
町
口
N
ω
E
Y
(
〉
括
}
岡
田
口
ω
町
岱

家
)
と
い
う
、
い
ず
れ
も
麿
下
最
高
の
買
力
者
に
ま
で
昇
り
つ
め
た
と
考
え
ら
れ
る
自
己
吋

達
を
輩
出
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
更
に
地
位
・

職
務
を
み
る
な
ら
ば
、
園
務

・
財
務
を
輿
か
る
重
要
職
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た

(
註
倒
参
照
)
BM
H
Z
含
当
削
ロ
に
は
全
鐙
で
二
四
名
が
認
め

ら
れ
、
そ
の
内
こ
の
四
つ
の
集
固
に
所
属
す
る
者
は
二
一
名
に
上
る
(
残
り
一
二
名
の
内
九
名
が
摩
下
か
ら
離
脱
、

表
1
参
照
〉
。

ま
た

zd〈
削

n
E

職
に
は
全
世
で一

一
名
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
内
七
名
ま
で
が
こ
の
四
つ
の
集
固
に
所
属
す
る
人
び
と
で
あ
る

(
残
り
四
名
の
内
三
名
、か
反
逆
、
表
1

参
照
)
。
こ
れ
ら
の
事
買
に
、
最
初
表
ー
よ
り
窺
っ
た
、
ω
}
戸
削
}
H
H
N
z
r
r
在
世
中
一

貫
し
て
自
己
2
5
5
E
を
輩
出
し
つ
づ
け
た
集
園
は
こ
の

四
つ
に
限
ら
れ
る
、
と
い
う
事
買
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
も
は
や
回
同
ユ
倒
的

部
、
吋
R
r
r
E
部
、
-
〉
E
S
家
、
〉
a
y
ロ
ロ
ω
E
Y
家
の
曲
目
-
2

5
5
E
が

ω
E
r
m己
W
Y
麿
下
の
中
一
核
問
日
目
円
で
あ
っ
た
こ
と
に
疑
い
の
絵
地
は
あ
る
ま
い
。

さ
て
、
こ
の
四
つ
の
集
固
に
よ
る
中
按

自
己
円
の
構
成
に
つ
い
て
は
以
下
の
貼
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。

。，u

第

一
に
、
切
回
己
宮

部
を
除
く
他
の
三
つ
の
集
圏
は
、
系
譜
上
は
確
か
に

叶
H
B
R
の
時
代
か
ら
の
連
繍
性
を
保
持
し
て
い
る
も
の
の
、
、
口
自
由
同

盟
下
の
中
一
核
曲
目
町
を
構
成
し
た
集
固
と
は
考
え
ら
れ
な
い
貼
で
あ
る
。
、
HJHHM口同

麿
下
の
有
力
何
回
日
町
を
端
的
に
俸
え
る
史
料
と
し
て
は
、

(

刊

日

)

一
三
七

O
年
の
政
権
奪
取
時
に
支
配
層
に
列
せ
ら
れ
た
自
己
同

達
の
リ
ス
ト
が
あ
る
。
こ
の
リ
ス
ト
の
内
、
第
一
位
か
ら
第
四
位
を
占
め
る

口町同門戸

(
o
z
rZ円
〉
・
の
ま
百

(切
白ユ
倒的〉
・
ω
ミ
『
回
-
a
U
H
ロ

(Z
E
E
NY

メ
ゲ
σ
削
印
(
O
F司
ロ

7
2
)
の
四
名
及
び
そ
の
息
子
達
は
、
そ
の
後
も
叶
日目白門

(
μ
叫

)

膳
下
の
自
己
同

達
の
上
位
を
占
め
、
中
核
的
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
に
ま
ず
間
違
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら

の
E
W
ロ
を
除
く
右
記
三
名
の
後
継
者

達
、
す
な
わ
ち
@
ω
ロ
-
3
5
削
ロ
ω
E
Y
σ
・
ロ
削
唱
同
門
Y
@
長
σ品
目

-h
V
B
包
σ
・
ω
呂
町
田
-
SU
E
-
@
d
F
ヨ
削
ロ
グ
メ
ゲ
冨
印
が
、
ω
z
r
閉
山
口
F
Y
時

代
何
ら
額
著
な
働
き
も
せ
ず
、
逆
に
底
下
か
ら
離
反
せ
ん
と
す
る
動
き
を
見
せ
て
い
る
こ
と
は
表
1
に
見
る
如
く
で
あ
る
。
翻
っ

て
叶
R
r
y
E

部、

メ
E
S
家、

〉
円
m
E
ロ
ω
E
F
家
の
一

一族
に

つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
誰

一
人
と
し
て
一
三
七

O
年
時
の
リ
ス
ト
に
そ
の
名
を
載
せ
て
お
ら

ぬ
。
ま
た
そ
の
後
も
H
，H
B
R
の
時
代
に
園
事
の
中
幅
に
閥
輿
し
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
記
録
は
見
え
ぬ
。
こ
こ
に
、

H
，H

S
U
円
か
ら
ω
Y
削
町
河
口
r
v

へ
と
い
う
中
央
君
主
の
交
代
に
際
し
て
、

座
下
の
中
一桜
田
B
M
同
の
構
成
に
改
編
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。



〈

必

〉

第
二
に
指
摘
さ
れ
る
べ
き
駐
は
、
切
回
ユ
削
凹
部
の
優
遇
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
宮
竺
仲
良
か
ら
抽
出
し
た
自
岡
山

Z
Z
B
E
五
七
名
の
内
一

一
名
が
切
R
E田
部
出
身
者
で
あ
る
と
い
う
貼
、
或
い
は

@ω--
切
身
B
N
H
P
@
ω
}
M
a
r
y
F
E
A
S
E
の
場
合
に
見
る
よ
う
な
新
た
な
自
己
ヱ

日
目
削
ロ
へ
の
抜
擢
と
い
う
貼
に
認
め
ら
れ
よ
う
。

ま
た

D
ロロ円四日
N

・切回
m
E削ロ・

P
E
-削
P
切削
W
E
R
と
い
う
所
領
が
、
叶
目
白
骨
時
代
か
ら

引
き
績
い
て

ω
r削
r
河口
r
r
時
代
に
お
い
て
も
保
持
さ
れ
た
と
い
う
事
買
に
、
切
回
同
日
削
田
部
の
勢
力
の
根
強
さ
が
見
て
取
れ
る
。

以
上
の
二
貼
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、

ω
Z
Y
剛山口

r
r
麿
下
の
中
一
核
白
HEH
の
構
成
と
は
、
自
己
同
と
い
う
叶
H
B
R
か
ら
の
人
的
遺
産
の
改

編
で
あ
り
、
そ
の
改
編
は

ω∞m
w
H
Z
印
部
の
優
遇
、
及
び

ω姻
威
、
後
見
人
、
子
飼
い
と
い
っ
た

ω
E
Y
河口
r
r
と
個
人
的
関
係
を
有
す
る
一

族
の
抜
擢
、
と
い
う
二
本
の
桂
に
立
脚
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
こ
う
し
た

ω「削
r
m
z
r
r
麿
下
の
中
一
核
曲
目
可
達
も

ω
z
r

河口
r
r
硯
後
分
解
し
、
テ
ィ
ム

l
ル
朝
自
佳
も
動
範
の
時
代
に
入
る
。
そ
の
中
か
ら
再
び
ま
が
り
な
り
に
も
統
一
政
権
を
生
み
出
し
た
の
が

〉
ゲ
ロ

ωペ
E
(
一
四
五
一

1l
一
四
六
九
在
位
)
で
あ
り
、
そ
の
際
に
は
彼
の
下
で
新
た
な
曲
目
町
屠
の
編
成
が
な
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
そ
し
て

(

必

〉

そ
の
編
成
に
は
、
新
興
勢
力
と
し
て
〉
括
冨
ロ
部
な
る
集
国
が
登
場
、
以
後
の
テ
ィ
ム

1
ル
朝
史
の
展
開
に
影
響
を
及
ぼ
す
に
至
る
。
こ
こ

で
は
か
か
る
展
望
を
筆
者
の
課
題
の
指
針
と
し
つ
つ
、
欄
筆
す
る
こ
と
と
す
る
。
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注
(

1

)

、
吋
同
自
由
『
残
後
の
こ
の
王
朝
に
関
す
る
報
告
と
し
て
は
、
回
・
切
・
切
喜
l

唱。伊国・

h
a

吋
勾
a
g
同

2
0
田
恒

OE---no言
語
、
hhhhFJFFgsvN.

冨

g
M
W
M
F
S
2・
口
昌
-N印

i
呂
田
一
白
出
封
夕
食
】
旨
呂
kr
目
，
国
昌
固
固
O旬雪国

窓口
g
同
調
BEV--・
8
員。・

2
司
・
包
叶
lNao
一ミ町、認。、
h
S
E
E
R
2
0ぬ

の
の
〉
斗
F国
同
円
四
国
♂
呂
田
叶
-2HM・
AS--mO∞一回・
HN.
岡山
ORH再『
¥
J
J日
ロ
ユ
'

己同吋
J
P
S
ヨ
h
g
s
r
y
h
h
h
F
H
M
l
H
-
F窓口
σ
E
Y
5
2・国・
2
∞
l句。一

角】叩
HM刊】
σ0・念。
-ozmnZD]mm円、
H，F
自
己
門
的
、
〉
rzpLO『
Cgnr-nzzN34

丹『巳。ロロ円四〈
O
H
r
s巳
g
E
E
G
-
γ
}弓
rEロ円四四円円
JLPNQヨHeNdhshnFb

-113ー

」」
W
N
t
r
b
g
b注目
s
h
s
-
者
5
Z
L
g・-由叶仏・

ω-N81NS
を
奉

げ
て
お
く
。
そ
の
他
専
論
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
国

-HFMN352
氏
の

前
者
の
論
考
に
掲
げ
ら
れ
た
回

E
志
向
門
田
町
立
が
大
い
に
参
考
と
な
る
。

ω
Z
V
河口

rr
時
代
の
自
己
『
に
つ
い
て
の
専
論
は
未
だ
見
あ
た
ら
な
い

が
、
以
下
の
二
つ
は
参
考
に
値
す
る
。
』
・
〉

5
5
U
E
N
Sい
さ
b
b

切
ぬ
活
。
官
民
て
。
丸
中
町
向
?
の
言
守
芯
ミ
守
司

b
N
4
5
H。
守
偽
札
偽
可
句
、

hs

s
g
Rミ
丸
町
・
当
5
z
r
p
H
g
p
関
野
英
二
、
「
テ
ィ
ム

1
ル
朝
に
お

け
る
一
貴
顛
の
系
譜
|
!
の

E
E
Fユ
♂
家
の
場
合
l
1」
『
オ
リ
エ
ン

ト
』
凶
凶
lH・
5
3・
三
七
|
六
一
頁
(
以
下
、
関
野
オ
リ
エ
ン
ト
と
略
す
)
。
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(
2
)
p
p
・-NN
は
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
・
テ
ィ
ム

l
ル
朝
時
代
の
王
族
・
貴

額
の
系
譜
を
採
録
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
各
各
の
君
主
の
許
に
い

た
ω
ヨ
可
や
妻
妾
、
或
い
は
諸
諸
の
官
職
に
就
い
た
人
び
と
の
名
も
記
録

す
る
。
こ
の
系
譜
集
の
編
纂
に
つ

い
て
は
、
一
四
二
六
|
二
七
〉
・

0
・¥八

三
O
〉・出・

ω
z
r
H
N
c
r
r
の
命
に
よ

っ
て
司
氏
石

F

〉
宮
口

が

一日
苫
冗
成

さ
せ
、
そ
の
後
無
名
の
編
者
が

∞
包
て
と
『N
mB
E
の
時
代
(
一

五
O
六
|

一
五

O
七
在
位
〉
ま
で
の
系
譜
を
補
っ
た
と
言
わ
れ
る
(
門
戸

k
f
c
g宮
・
ロ
午

、町位。円
R
b同
h
Rミ
句
、
む
送
、
、
。
.
h
R
0
・qtqhhhON、
bmmhh占同町市町
hhhHoqe凶

h

。、
.
H『
・
旨
DDEP-
同由叶
N・
2
司・

2
∞
一
〉
-N-
〈・叶，
o問
問
ロ
¥
斗
}MO(UDB
，

司

O帥
E
O
コ。ご
Z
Z
E
o
q
o
ご
Z

云
O
D
m
o
r
S
H
N
g
E内

田

ω-au
g
---

(
リ

g
hー
と
み
と
ミ
N
n
p
pN
q
E
F
〈
口
l
Y
H
u
s
-
目当

-
s
i
g
h
開
野
オ

リ
エ
ン
ト
、
註
問
問
、

五
八
頁
)
。
但
し
本
稿
で
扱
う

ω
E
F
H
N
E
r
y
磨

下
の

ω
B日1
5
B
E
に
闘
す
る

F
P」
NN
の
記
録
が
、
一
人
恒
削
『
-
2

〉
宮
口
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
に

つ
い
て
は
検
討
の
除
地
を
残
す
。

(
3〉

ω
E
r
H山
巴

r
r
の
時
代
、
そ
の
子
供
達
、
す
な
わ
ち

C
E田
『
切
巾悶・

同『「削
E
S
ω

戸

L
S
P
∞副司
ME口問
}MC司、

ω
EV、回
『四
r
E
B
u
r・
豆
ロ
E
日
目
白色

吉
宮
そ
れ
ぞ
れ
の
許
に
も
、
彼
ら
に
随
従
す
る

ω
ヨ
可

達
が
存
在
し
た

(γ
p
」
NNHHω
吋
寸
同
印
。
σ)。
本
稿
は
中
央
君
主
た
る

ω
E
F
H
N
z
r
r
の
直

接
指
揮
下
に
あ
っ
た
白
日
町

達
を
照
射
す
る
も
の
で
あ
る。

(

4

)

豆

E.5
か
ら
の
何
回
ヨ
日
ヱ

5
5削ロ

の
抽
出
は
、
具
値
的
に
は
以
下

の
手
順
に
従
っ
た
。

①
Y
A
E
・
5ιω
ご
。
「
か

つ
て
存
在
し
、
或
い
は
現

存
す
る
回
日
目
2
5
5削ロ
達
」
と
い
う
見
出
し
の
下
に
記
載
さ
れ
た
五
三

名
の

ωヨ
町
名
を
先
ず
抽
出
。
②
ロ向
R
M
N
N
H
Z
N
y
z
r。「
ωヨ山門

注

緯
」
の
項
に
記
名
さ
れ
た

ω
ヨ
可

の
内
、
「
円
ロ
ヨ
削
ロ
を
所
有
し
た
」
と
記

録
さ
れ
、
か
つ
①
と
重
複
せ
ぬ
四
名
の

E
口
町
名
を
抽
出
。
③
玄
三
百
N

U

呂
町
一
】
・
呂
田

pσ
。
ω
E
r
H
N戸
r
r
軍
図
表
の
内
、
「
莱
の

5
5削
ロ
」
と
い

う
表
記
か
ら

自
己
1
5
5
E
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
、
か
つ
①
②
と
重

複
せ
ぬ
三
名
の

ω
ヨ
町
名
を
抽
出。
@
①
で
抽
出
し
た
五
三
名
の
内
に
は
、

ωミ
可
五
回
ハ
}
石
削
?
室
z
f
ロ
ヨ
ヨ
ロ牛
叩
口
出
叶
R
r
y削円
f
ω
巳}岬削己

目f
A
E
E
・

2
5邑
が
二
名
ず
つ
存
在
す
る
も
、諸
史
料
を
検
索
の
結
果
同
名
の
ω
ヨ山門

が
二
名
ず
つ
い
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
従
っ

て
皐
な
る
重
複
と

判
断
、
三
名
を
削
除
し
た
。
以
上
合
計
五
七
名
を
抽
出
。

(
5
)

モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
お
け
る。

2
己
2
5
5
E
を
頂
貼
と
す
る
統
腐

関
係
は

HC唱
ミ
ロ
刊
の
明
記
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
(
メ
宙
・
と

lu
z
a〉
百

呂
田
-
F
H
E
d
q
m可
丘
一
寸
向
、
削
除
F
N
P
F
P
E
h
E
E
W
E
-
7
p
-
v白
ヨ
ヨ
包

ρmNdZE-
宮
門
門
戸

HUHN・
胡-Nω
)。
ヨ
ヨ
ロ
円
の
時
代
十
進
法
的
軍
隊

編
成
が
採
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
ク
ラ
ヴ
ィ
ホ
が
俸
え

(
山
田
二

二ハ

五
)
、
JFN岳

HNgσ

か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

ω
z
r
H
N
E
r
r
の

時
代
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
「
阿
佐
削
』
削
ロ
ム

ω
巴
L
陛
下

(
H
ω
E
r
H
f
r
r
)

は

E
H
U
E
-
ρ
EM
E
D
-
2
L
P
含
吉
の
自
己
円
達
に
、
兵
卒
一
人
一
人

に
至
る
ま
で
鱈
賜
を
行
な
っ
た
」
(
〉
H
N

U

斗

D
〉
と
い
う
記
述
か
ら
、
依
然

こ
の
俸
統
は
踏
襲
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
の

A
5
Eロ

と
は
千
人
陵

Z
N凶
g
の
一
意
で
あ
ろ
う
。
註
間
参
照
。

(
6
〉

心
白
司
副
ロ
百
円
に
つ
い
て
は
、
関
野
英
二
「
ア

ミ
l
ル

・
テ
ィ
ム
l
ル
・

キ
ュ
レ
ゲ

ン
l

|
テ
ィ
ム

l
ル
家
の
系
譜
と
テ
ィ
ム

l
ル
の
立
場

i
l」

『
東
洋
史
研
究
』
一
二
四
|
四
、
一
九
七
六
参
照
。

(

7

)

系
譜
1
は
、
宮
E」
NNH
∞
Nσ
・
8
p
y
g
y
∞
2
・
g
y
由。

p
由
H
Y

由
E
-
y
g
p
g
y
H
N
H
r
-
-
N
E
か
ら
作
成
し
た
。
向
、
⑪
]
互
玄
町
民

は
、
ロ
ヨ
ロ
『
の
三
男

呂
町
制
ロ

ω
E
r
の
四
男
に
あ
た
り
、
れ
っ
き
と
し

た
日
間
円
N

削
(
王
子
〉
の
家
柄
に
属
す
。
こ
の
ヨ
町
N

削
が
何
故
日
出
町
ム

-114ー
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同
ロ
ヨ
削
ロ
の
中
に
紛
れ
込
ん
で
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
ヨ
可
也
に
つ
い

て
は
白
ヨ
可
と
は
異
な
る
観
黙
か
ら
の
考
察
が
必
要
な
の
で
、
こ
こ
で
は

一
切
燭
れ
な
い
こ
と
と
す
る
。

(
8
〉
以
下
、
引
用
史
料
中
の
支
配
権
と
は
全
て
官
E
5
2
を
誇
し
た
も

の
で
あ
る
。

(
9
)
ω
E
Y
列

c
r
r
は
、
呂
町
N削
穴
E
一巳

ω三
日
ロ
を
騒
一
巡
し
て
玄
削

耳目円削
-
m--Z与
円
を
支
配
下
に
入
れ
中
央
君
主
と
な
る
一
四

O
九
年
ま
で

に
、
ロ
向
削
N
S
L
R
E
(
一
四

O
七〉、

ω
E削
ロ
(
一
四

O
八
〉
を
服
属
さ
せ

て
い
る
(
〉
河
日
呂
田
L
N
3
0

(ω
〉

ω
日
町
内
凶
ア
ロ
自
民
間
.
と
は
白
ヨ
町
中
の
宮
吋
戸
山
『
の
一
意
で
あ
る
。
こ
れ

に
関
し
て
は
、
例
え
ば
一
四

O
五
1
0六
〉
・

0
・¥
入
O
入
〉
・
戸

ω
包
円

何回
ナロ
B
R削
・
と
な

っ
た

@ω
ミ
可
正

問
rdq削
守
に
つ
い
て
、

全
て
の

m
E円
が
彼
の
家
の
門
へ
と
赴
き
、
重
要
事
の
寓
端
に
亙
る
委

任
は
、
彼
の
言
葉
と
筆
に
依
存
し
結
び
つ
い
た
(
甲
山
〉

H
a
y
g
ω
)。

と
表
現
さ
れ
、
文
字
通
り

ω
百
円
円
達
の
ト
ッ
プ
に
位
置
す
る
存
在
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
(
註
闘
参
照
〉
。
一
方

Z
毛削
n
Z
は
、
軍
隊
の
召
集
を
そ

の
主
な
任
務
と
し
、
「
ト
ル
コ
人
の
聞
で
、
王
閣
で
最
高
の
職
務
」
と
見

な
さ
れ
た
。
従
っ
て

E
唱削
n
E
職
保
持
者
の
持
つ
高
い
地
位
が
推
定
さ

れ
る
。
関
野
オ
リ
エ
ン
ト
、
四
三
|
四
五
頁
参
照
。

(
日
)
切
回
5
5
3
な
る
部
族
の
来
歴
に

つ
い
て
は
、
従
来
、
関
野
・
〉
ロ
σ
5

雨
氏
に
よ
っ
て
異
な
る
見
解
が
出
さ
れ
て
い
る
。

〈
関
野
設
〉
関
野
氏
は
、
回
目
州
当
巳
)
〉
J
へ
・
ロ
d
〈

H
q
F
U〉
J

F

ω

d
〈

HN〉
l

F
U〉
J

円
・
同
名
問
巧
巳
)
〉
J

円
と
様
様
な
形
で
表
記
さ
れ
る
こ

の
部
族
名

の
本
来
の
モ
ン
ゴ
ル
語
の
形
を
回
国
E
F
L巳
i
即
日
三
国

E
に
求
め
ら
れ

た
。
そ
し
て
こ
の
切
日
三
包
巳
と
い
う
形
が
切
ロ
ユ
宮
部
の
始
組
の
名

と
一
致
し
、
か
つ
吋
山
ヨ
ロ
円
の
祖
先
心
似
品

n
E円
が
河
自
宮
内
同
牛
ヨ
ロ

に
よ
っ
て
切
ω
スロ〉
Z
L
刷工

va与
野
と
呼
ば
れ
て
い
る
事
質
を
参
考
の

上
、
こ
の
-
部
族
は
心

ω
a
n
E円
に
率
い
ら
れ
て
中
央
ア
ジ
ア
に
移
住
し
た

回
日
-
倒
的
部
の
本
幹
の
後
喬
で
あ
る
と
い
う
臆
測
を
導
き
出
さ
れ
た
(
関

野
オ
リ
エ
ン

ト
、
四
七
|
四
八
頁
)
。
し
か
し
こ
の
臆
測
は
、
本
来
の

モ

ン
ゴ
ル
語
の
形
を
切
R
E
E
L包
l
∞
R
Z
V陣
営
に
求
め
る
黙
で
無
理
が
あ

る
よ
う
に
思
う
。

何
故
な
ら
第
一
一
音
節
及
び
第
三
音
節
の

a
の
音
を
先
に

翠
げ
た
ベ
ル
シ
ア
語
の
ス
ベ
リ
ン
グ
か
ら
想
起
す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、

寧
ろ
後
述
す
る
切
2
0
E巳
の
勝
寓
と
考
え
た
方
が
妥
嘗
だ
か
ら
で
あ

る。〈〉

Z
Eロ
設
〉
〉
ロ
ゲ
吉
氏
は
、
同
σロ
切
三
百
官
の
報
告
に
見
え
る
〉
ヨ
可

ロ
E
Eロ
何
回
可
『
な
る
人
物
を
紹
介
、
こ
の
人
物
と
∞
ロ
円
削
E
身
部
と
の
漣

繍
性
を
示
唆
し
た

Q
・〉ロ
σ
5・
2
F
o

ヌ
E
E円
借
の
お
白
宮
戸
内
門
戸
巾

H
P
R
P回
目
白
ロ
(
日ω
芯
1
H
8
3
3
吋
HqnHnp
〈
ロ
HIN-
回申叶由・

3
・
H叶
1H
∞〉。

筆
者
は
こ
の
〉
与
戸
口
氏
の
設
に
従
う
も
、
氏
の
所
設
は
簡
略
に
過
ぎ
、

こ
の
部
族
の
来
歴
を
具
鐙
的
に
論
設
し
た
も
の
と
は
言
い
難
い
。
そ
れ
故

以
下
に
具
位
的
検
討
を
試
み
た
い
と
思
う
。
論
一
訟
に
必
要
と
思
わ
れ
る
情

報
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。

〔

I
〕

Hrロ
切
釦
昨
日
片
山
は
、
二
二
三

0
年
代
初
め
チ

ャ
ガ

タ
イ

・
ハ
ン

吋
R
58
Zユ
ロ
の
腹
心
で
、
。

Z
N
E
方
面
の
支
配
に
嘗
っ
て
い
た

切
E
l

z
zミ
F

な
る
自
己
『
の
存
在
を
知
ら
せ
る
。
彼
は
ム
ス
リ
ム
で
あ
り
、

配
下
に
は
大
軍
が
控
え
て
い
た
(
回
目
お
)
。
彼
の
威
令
は

C
E
E回目〈
H

P
E
E
C
-
∞
品
三
宮
方
面
に
も
及
び
、
か
の
地
は
こ
の
上
な
い
安
全

を
享
受
し
て
い
た
と
い
う
(
白
日
∞
ω)
。同
σロ
切
三
百
官
自
身
、
】
UR
項削ロ

に
お
い
て
こ
の

切口『

E
S芸
に

遭
遇
し
た
と
述
べ
る
(回
目
∞
ヴ
。
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〔
E
〕
一
三
五
八
年
、
二
二
四
六
年
以
来
チ
ャ
ガ
タ
イ

・ハ

ン
図
に
お
い

て
質
権
を
掌
握
し
て
い
た
〉
吉
町

ρszzロ
が
、
「
d
g
コ削
門
部
出
身
で

切回『
間
庄
司
一
の
息
子

Q
2
2〉
で
あ
る

O
E
Z
mr
叶
向
日
ロ
こ

な
る
人
物

に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
た

(JF
注目リ

2
5
0
こ
の
暗
殺
の
理
由
を

司
副
El戸

〉

ra
は
次
の
如
く
侍
え
る
。

C
E
-
c
mr
、『目ヨロ『

な
る
人
物
は
一
千
人
隊
(
ヨ
r
y良
野
山
〉
の
ロ
ヨ
町

で
あ
っ
た
。

〉
ヨ
可
。
ωN削
mr白
ロ
の

ry削
門ロロ

で
あ
る

吋ロ
r
o]
〉
』
臥

の
姉
妹
を
婆
っ
て
い
た
。
そ
の
関
係
を
盾
に
、
彼
は
〉
ヨ山『

C
S
X73

に
射
し
倣
慢
だ
っ
た
。
そ
れ
故
彼
は
〉
吉
町

O
S
JZ
ロ

に
切
口
3

5
3
q
ω
の
部
族
(己
)
の
支
配
権
を
求
め
た
。
〉
ヨ
日『

ρ
ω
N
X
Z
ロ
は

:
・
彼
の
要
求
を
承
諾
し
な
か
っ
た
。
か
の
邪
の
者
は
こ
の
た
め
心
に

惜
し
み
を
抱
い
た
(
吋
2
2
口
HH
C
。

〔
E
〕
二
二
七
二
年
、
回
ωユ
制
的
部
の
〉
ヨ
可

(UE
rロ
は

吋目
白
日

に
よ

っ
て

切口
昌
一色
々
部
公
一〉
を
授
け
ら
れ
た
。
こ
の
時
、
切
口
門間
5
3

部

の
ユ
ル
ト
は

C
5
E
N
-
E
間
Z
E
-
何ハ
与
三

と
そ
の
近
傍
に
あ
っ
た

(JP
注
目
り
に
♂
〉
。

こ
れ
ら
の
内
容
を
吟
味
し
て
い
く
過
程
で
、
直
ち
に
想
起
さ
れ
る
の

は
、
∞
口
3
5
3
一
部
と
は
、
〔
E
〕
に
見
え
る

O
三
一己
四
『
叶
回目
可

の
父

「切口円
削
一色
刷可
」
と
い
う
人
物
に
起
源
を
持
つ
、
父
系
血
縁
集
固
で
は
な
い
か

と
い
う
考
え
で
あ
る
0
0
三
宮
mr
吋
目白
骨
が
支
配
権
を
要
求
し
た

切口円
削h

z
d
q
白
部
が

切口
弘
E
々
部
の
こ
と
で
あ
る
黙
に
関
し
て
は
、
何
ら
疑

問
は
な
い
。

l
q白
と
い
う
語
尾
は
、
切
口
『
削区
々
と
い
う
具
般
的
人
名

に
若
干
抽
象
性
を
附
加
し
て
部
族
名
と
し
て
の
意
味
を
持
た
せ
る
も
の
で

あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
C
E己
Emr
、ロ
ヨ
ロ円

は
己
が
部
族
の
支
配
権
を
要
求

し
た
の
で
あ
る

〈
Z
ωg
R
H
H
N
S
に
擦
る
と、

O
E
E
m
}戸
、
ロ
ヨ
ロ
円

は
そ

れ
以
前
、
自
分
自
身
の
千
人
陵

(
Z
N副
3
61

r
E
⑦

の

口

ヨ
弓
職
を

〉
5
日『

C
P
N
Z
Eコ
に
よ
っ
て
奪
取
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
千
人
像

が

切口
円削
包
与
の
部
族
で
あ
っ
た
可
能
性
も
十
分
考
え
ら
れ
る
)
。

さ
て
、
こ
の
切
口
5
5
3
な
る
人
物
の
存
主
に
、
よ
り
具
位
性
を
持
た

せ
る
の
が
〔
I
〕
の
内
容
で
あ
る
。

切
C
E
Z
A
U
可「
〈
ロ
08
ロ
E
と

切
口『
削』

亙
副
可
〈
∞
O
B
E
包
と
が
本
来
の
モ

ン
ゴ
ル
語
の
形

切
。
3
5
2
の

2
1
0ロ円

で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
先
学
の
研
究
が
あ
る
〈
¥
一¥
l
¥ロ
¥
と
い

う

ヨ
合
三

Z
8
の
例
が
存
在
す
る
こ
と
は
、∞・

ω
HE
一2
・
U
芯
。
。-n
除
去

足
。
A
3
名目
。印
σ邑
g
・
5
8・
ω・
ω
品
一
目
、
問b
h
h
s
H

司
会

b
h
p
Z
E
-

-∞ω
∞
印・
ヲ
ミ
∞
一】・
〉
cr
5
・
。℃
-EF-
-Y
5
・
ロ
0
5
品
を
見
ょ
。
ま
た

第
二
一
音
節
の

¥。
¥
が
な
¥
に
袋
化
す
る
例
に
つ
い
て
は
、回、

.r岡市
門「

=Z
R
2
2吋
]
巾
〈
o
g
rE
U
一
日
玄
。
口
問
。
二
)-H
m
gロ
σ
D
三
J
h
R
Q
O
コ?

ミ
hHN芯
見
s
hhH2hp
目当
・
5
Nl】

ω
ω
を
参
照
。

回
0
35
2
と
い
う
名
に

つ
い
て
は
、
HJ
F
E
2
・
弓。
s
h号

h
・E
hh三
z
b
r
koL
問
、
。
コ

HUEω
・回出
mo
-
-y
g参
照
〉
。
従
っ
て
回
E
Eロ
官
三
回
と
切
口
同
E
々

と

が
同

一
人
物
で
あ
る
と
い
う
貼
に
つ
い
て
は
、
何
ら
否
定
的
要
素
は
見
出

さ
れ
ま
い
。

こ
れ
よ
り
、
回
口同
5
3

部
の
母
燈
と
な
っ
た
集
函
は
、
そ

の
始
租
の
活
躍
し
た
一
一
一
一
一
ニ

0
年
代
初
め
、
H
，

R
B
E
Z
Zロ
の
時
代
に

既
に
存
在
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
よ
う
。
こ
の
推
定
に
更
に
根
擦
を
輿
え

る
の
が
〔
血
〕
の
内
容
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
切
戸

E
口同
ミ
r
の
勢
力
範

園
と

切口『剛一品削
可
部
の

ユ
ル
ト
の
所
在
地
が

0
5
E
N
・ω
ωmr一削ロ

か
ら

ヒ
ン
ド
ゥ
1

・
ク
シ

ュ
山
脈
を
越
え
て

関
与
c
r
oE
N
E
と
い
う
黙
で

地
理
的
に
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
根
援
と
推
論
を
踏
ま
え
る

な
ら
ば
、
切
口
品
5
3
部
と
は
、
二
二三

0
年
代
初
め
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
方

面
に
勢
力
を
持
っ
た
人
物

切匡

2
ロ
宮
干
す
な
わ
ち
回口

aE削
ス
八
回
o
g
a

一 116ー
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-
仏
阻
む
に
起
源
を
持
つ
父
系
血
縁
集
圏
で
あ
り
、
〉
B
M
『
心
民
間

m
r
g
の

時
切
回
『
削
宮
司
の
息
子

O
E己
zmr
、
吋
即
日
ロ
円
の
支
配
か
ら
離
脱
し
た
も

の
の
依
然
。

S
E
N
-回同
m
E削
ロ
か
ら
開
削
σ己
方
面
に
か
け
て
遊
牧
し
、

二
二
七
二
年
に
至
っ
て
テ
ィ
ム

l
ル
朝
の
支
配
秩
序
に
包
援
さ
れ
た
遊
牧

部
族
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
よ
う
。
そ
の
際
〔
E
〕
に
見
た
よ
う
に
回
同

a-

5
3・0
E
F伺
「
叶
J
B町
父
子
は
口
司

g
g部
出
身
で
あ
る
か
ら
、
∞
副
司
削
h

-
L
削
可
部
と
は
口

g
ロ
削
門
部
の
分
校
と
考
え
ら
れ
る
。

(
ロ
〉
関
野
オ
リ
エ
ン
ト
、
四
五
|
四
六
頁
。

(
m
M
)

関
野
オ
リ
エ
ン
ト
、
六

O
頁
、
註
凶
。

(

叫

)

閉

山

0
8
5
2山内W
C
Eロロ四・
N
o
n
y
p
L
P
¥
Q
F
E
H
Nヨ

H明・

R
R
N
H
a
-

PFFLgh出司
P
回
り

E
E
a
-
広∞
0

・
ω・
ロ
斗
・
(
本
論
文
を
参
照
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
小
野
浩
氏
の
御
好
意
に
あ
ず
か
っ
た
。
感
謝
の
意
を
表

す
。
向
、

r
tユ
の
一
該
嘗
記
事
の
原
文
は
、
筆
者
自
身
今
回
は
参
照
で

き
な
か
っ
た
。
〕

(日
)
N
o
n
Z
女
史
は
、
一
四
二
九
/
三

O
年
時
黙
②
巨
品
E
B
ω
-・
が

rry削
口
に
居
た
理
由
と
し
て
、
首
時
一該
地
の
支
配
権
を
所
有
し
て
い
た

〉

ayロロ
ω
E
Y
家
の
③
同

rdq削ロ品

ω
E
r
が
、
折
り
し
も
行
な
わ
れ
た

第
二
次
〉
昏
国
手
間
三
削
ロ
遠
征
に
出
陣
し
た
潟
、
②
同
σ門間
r
H
B
ω
}・
が
代

理
と
し
て

r
r
Eロ
に
迭
ら
れ
た
と
推
測
し
て
い
る
。
〈
四
f

N
o
n
z
-

F
F
0
.
ω
・

HN由・

(
日
山
)
ジ
ャ
ラ
イ
ル
朝
時
代
に
書
か
れ
た
書
記
規
範
集

uasw-と
内
向
H
S

L
3
叶
b
ぜ
古
色
'
ミ
号
d
H
S
に
牧
め
ら
れ
た

ωヨ
可

l-z-r
の
任
命
書
を

分
析
さ
れ
た
本
田
貿
信
氏
は
、
そ
れ
が
軍
事
の
長
官
で
あ
っ
た
と
同
時
に

園
政
機
能
の
最
高
責
任
者
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
て
お
ら
れ
る
(
本
田
寅

信
、
「
ジ
ャ
ラ
イ
ル
朝
の
モ
ン
ゴ
ル
・
ア
ミ
l
ル
に
就
い
て
」
『
内
陸
ア
ジ

ア
・
西
ア
ジ
ア
の
祉
曾
と
文
化
』
山
川
出
版
社
、
一
九
八
三
、
七
一
一
ー

七
一
二
頁
)
。
ま
た

ωヨ
可
l

回
三
宮
の
ト
ル
コ
語
表
記
は

z
-
5
Z
m
-
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
モ
グ
l
リ
ス
タ
ー

ン
で
は
回
目
可
と
I

ロ
自
民
問
と
も
呼

ば
れ
、
曲
目
同
中
の
最
高
者
で
あ
っ
た
と
い
う
(
関
野
英
二
「
モ
グ
l
リ

ス
タ
ー
ン
遊
牧
枇
曾
史
序
説
」
『
西
南
ア
ジ
ア
研
究
』
一
七
、
一
九
六
六
、

二
七
頁
)
。
い
ず
れ
に
お
い
て
も
白

E
ヱ
ロ
古
田
が
主
権
者
の
下
で
の
最

高
責
任
者
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
、
参
考
に
値
し
よ
う
。
テ
ィ
ム

I
ル
朝

の
白
ヨ
同
ヱ
三
宮
に
つ
い
て
は
何
ら
知
る
と
こ
ろ
は
無
い
も
の
の
、
③

ω-・
玄
品
・
が
白
日
目
円

lHC-e
に
任
ぜ
ら
れ
た
一
四
三
八
/
三
九
年
嘗

時、

ω
z
r
河口

rr
磨
下
の
園
政
の
最
高
責
任
者
は
本
文
で
述
べ
る
如
く

⑬
メ
r
E
も
し
く
は
@
ヲ
円
四

N
ω
E
Y
で
あ
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
寅

力
と
い
う
面
か
ら
は
ジ
ャ
ラ
イ
ル
朝
や
モ
グ
1
リ
ス
タ
ー
ン
に
お
け
る
程

の
力
は
保
持
し
て
い
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

(
げ

)
E
M
-
-
0
5
rロ
ロ
が
同
日
目
円
1

一
2
5削
ロ
の
統
廊
下
に
あ
っ
た
こ
と

+im
、各

B
B間
口
か
ら
、

cm『刷
、
叶
削
同
町
の
一
圏
の
監
督
を
捲
賞
す
る

一
人

の

ω
E
Z
古
田
吉
ロ
を
出
し
、
彼
ら
を
汲
遣
し
た

(
J
F
N
L
H
H
S
H
S
。

と
い
う
記
述
か
ら
窺
え
よ
う
。
テ
ィ
ム

l
ル
朝
の
一
』
5
7ロ
ロ
の
構
成

人
数
に
つ
い
て
は
五

O
人

3
Z
E
H
N
3
か
ら
五

O
O人
(
恒
〉
日
呂
田
)

ま
で
様
様
な
例
が
散
見
し
一
定
し
て
い
な
い
。

JFNLHH
念∞

σ
に
引
く
、

「
各
人
は
自
分
自
身
の

5
5聞ロ・

Z
N
削
g
』削門
(回一口問・

Z
N
削『
6
・
官
印
『
ロ
ロ
削
円

(巴ロ
m
-
A
5
7ロ
ロ
〉
・
宮
内
主
盟
主
口
問
・
包
含
)
の
朕
況
に
よ
く
注
意
を

傾
け
:
・
:
・
」
と
い
う
順
序
か
ら
、
宮
各
国
ロ
が

Z
N
削円
曲
(
千
人
像
〉
と

哲
宏
(
百
人
像
)
の
聞
に
位
置
す
る
程
度
の
規
模
と
見
ら
れ
て
い
た
と
も

推
察
さ
れ
る
が
、
そ
の
一
方
註
〈
5
〉
で
見
た
よ
う
に
』

g
r口
口
が

E
N母国

-117-
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の
意
味
に
使
わ
れ
て
い
る
例
も
あ
り
、

A
57ロコ

の
概
念
を
一

定
の
人
数

で
規
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
し
ば
ら
く
』

5
7ロ
ロ
を
、

5
5
E
の
統
率
下
に
あ
る
「
部
隊
」
と
考
え
た
い
。
向
、
占

5
7ロロ
が
モ

グ
l
リ
ス
タ
ー
ン
に
お
い
て
は
千
人
像

7
ロN
削
円。
と
同
義
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
。

』
5
Y
ロコ

に
つ
い
て
は
以
下
の
論
考
を
参
照

さ
れ
た
し
。

回
・
回
・
切

M
G
S
F
P
4ミ
忌
宗
国
∞

g
呂
田
曽
田

J

口、弓・印。一

ベ

・
ャ

・
ウ
ラ
ヂ
ミ
ル
ツ
オ
フ
著
、
外
務
省
調
査
部
謬
、
『
蒙
古
吐
曾
制

度
史
』
、
生
活
社
、
昭
和
二
ハ
、
三
O
二
|
三

O
四
頁

U
0・0
2

ュF

U
L
B
E
R昌
弘

ミ

S
官
ご
た
と

巴

3
3
R
3
弓
gkx
z
EF2
・

F
邑

戸
当
-g
g
L
m
p
5
8・
ω-AO由
l

土
。
一
関
野
英
二

「モ
グ
l
リ

ス
タ
ー
ン
遊
牧
祉
舎
史
序
説
」
、
二
六
頁
。

(
叫山
)

潟
本
で
は
記
載
漏
れ
し
て
い
る
が
、
切
削

r
z
a
以
外
の
場
所
は
考

え
ら
れ
な
い
。

(ω
)
岳
唱
削
ロ
ム

Z
者削
n
E
と
岳
宅
削
コ
ム

]2
7
r
R
の
二
つ
の
術
語
は
、

ω
zr
HNzrr
時
代
を
扱
う
諸
年
代
記
に
お
い
て
は
管
見
の
限
り
こ
の
筒

所
に
し
か
現
わ
れ
な
い
。
そ
れ
故
こ
の
二
つ
の

弘
吉
削
口

の
位
置
づ
け
に

つ
い
て
の
一
切
の
推
測
は
史
料
の
限
度
を
越
え
る
。

向
、
註
(

m

叩
〉
参
照
の

こん」。

(加
〉
こ

の
場
合
の
国
ヨ
可
と
ロ
ヨ
ミ
凶
.
と
い
う
表
記
は
、「牛
耳
削
コ
ム
苫
宅
削
'

n
Z
に
お
い
て
」
と
い
う
後
件
が
原
文
に
附
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、

州出HHd-「

中
の
最
高
者
と
し
て
本
文
で
扱
っ
た
由

E
円。
-I
E

ヨ
ミ
削
・
と
は
一
懸
区
別

し
た
。

(
幻
)

註
(
m

却
)
参
照
。

(
n
)

一
人
世
紀
に
著
わ
さ
れ
た
チ

ャ
ガ
タ
イ
語
H
ベ
ル
シ
ア
語
辞
書

ω
gt

z
r
r
q
g
r
r
E
が
特
権
所
有
者
の
寺
山
味
と
チ
ャ
ガ
タ
イ

・
ウ
ル
ス

の
有
力
部
族
の
名
稀
と
い
う
こ
つ
の
語
義
を
持
つ
こ
と
を
降
、
え
る

〈玄
=

古
ヨ
S
D
L
Y向。

z-M凶P
旬。
3
h
N
b
F
E
・
。
・
0
2印
D
P
目、。コ己

g
・

5
8
.
ロ
印
『〉
。
ぇ
・
。・

2
2
8ロ
・
人
占
諸
問
守
音
色
。
h
R
b
N
U
R
H
5
5ミ

久
平
内
叫
コ
宮
、
常
時
三

(川
町
認
定
ミ

ロ

込

th
p
O
H
Z
L・
5叶
N

・官・

2
0・

(
お
)
系
譜
2
は、
JFNLH
HN
N
A
P
M
U
C
P
〉
何

日
ω
8・印
ω
P
E
-
-
Y
A
E」
NN
H

目。
ωσ
・
5
品
目
)
か
ら
作
成
し
た
。

(
但
)
村
上
正
二
誇
註
、
『
モ

ン
ゴ
ル
秘
史
』
三
、
卒
九
社
、

一
九
七
六
、

三
三
頁
。

(お〉

テ
ィ
ム

l
ル
朝
時
代
の

S
F
r
E
の
所
有
す
る
特
権
と
し
て
は
、

川
王
廷
に
自
由
に
出
入
り
で
き
る
。
川
九
回
の
罪
ま
で
は
本
人
と
そ
の
子

供
達
に
つ
い
て
問
わ
れ
な
い
。
凶
彼
ら
の
馬
は
開
群
馬
と
し
て
徴
用
さ
れ
な

い
。
川
あ
ら
ゆ
る
徴
設

会
長
副
一ろ
を
苑
除
さ
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た

3
E
s
t
-N
3。
テ
ィ
ム

l
ル
朝
の

g
『
r
Zロ
に
つ
い
て
は
、

ミ
門
誌
。
、
民
国
て
匂
号

RR
。
品
。
。
、
・
唱
-
H

・
2
司
・
晶
君
l

品∞
N

参
照
。
ま
た
恵

谷
俊
之
、「
太
田
刺
竿
考
」
『
東
洋
史
研
究
』
一
一
一
一
|
二
、
一
九
六
三
も
参
考

に
な
ろ
う
。

(お〉

〉
HN
は
、
一

四
五
七
年

宮

E
削
〉
σ回
同

-
a
n
U
副
間
百
切
削
吉
円

の
後
縫

者
を
、
巡
る
騒
飢
を
述
べ
た
中
に
、

E
g円削・・
1
、叶白
『
rz
z
(叶
国
『
rrE

の
曲
目
可
達
)
と
か

、『
由
子
宮
ヨ
ヨ
ロ
(
同
，
R
r
r削
ロ
の
司
一
・
)
と
稽
さ
れ

る
人
び
と
の
殺
害
事
件
を
特
筆
し
、
件
の
三
名
の
自
己門

名
を
懇
げ
る

(〉
m
H
H
H
M∞
・
ニ
N3
0
5
H
M
R門
1
1
吋
R
rr削
門
戸
山
が
の
口
若
宮
円

ωゲ包

と
同
族
で
あ
る
こ
と
は
、

一
四
六
九
年
ア
ク

・
守
ユ
ン
ル
の
ウ
ズ

ン
・
ハ

サ
ン
が
〉
σロ
ω
5
ι

を
慮
刑
し
た
際
、
「
の
ω
唱
}
冨
吋
ω
E
L
切
四
間
百
の
血

の
復
讐
故
、
か
の
偉
大
な
る
王

(H
〉
σ口

ω
ω
J
e
に
針
し
て
惜
し
み
を

胸
に
抱
い
て
い
た
何
人
か
の

c
g
R削
f
1
吋
民
削
r
Z
E
〈E
G
が
、
〉
BH『
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恒
ω
窓
口
切
。
伺

(
H
ウ
ズ
ン
・
ハ
サ
ン
〉
を
正
道
か
ら
逸
脱
さ
せ
、
彼
は
か

の
王
の
庭
刑
を
認
め
る
に
至
っ
た
」
(
U
S
L
m
円
ω
E
r
H
E
C
と
あ
る
こ

と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
の
釦
唱
r
R
ω
r
包
は
一
四
五
七
年
〉
σロω
九
丘

に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
(
〉
河
ニ
E
S
。

(
幻
〉
註
(

m

却
)
参
照
。

(
お
)
系
譜
3
は
、
明
，
Z
H
f
U
N
a
-
N
∞
N
・
M
g
-
〉
M
N
H
J
1
2
・
2
〆
富
三
一
N
N
H

S
白
か
ら
作
成
し
た
。

(
却
)
例
え
ば
一
四
一

O
年
の
冨
R
d
q
復
興
事
業
の
際
に
、
全
唱
副
口
一
可
制
ロ

か
ら
は
〉
日
月
メ
一
回
ω
E
S
削
巳

が
責
任
者
と
な
る
が
、
彼
は
一
四

O

八
1
0九
〉
・
ロ
・
¥
八
一
一
〉
・
国
・
4
q
g
可
に
任
ぜ
ら
れ
た
人
物
で
あ
る

(
〉
列

二
印
申
・
回
り
3
日
f
H
5
3
。

(ω)
⑬
メ
-
H
r
"
は
農
耕
に
非
常
に
関
心
を
持
ち
、
そ
の
播
種
は
千
r
g

Z
削
円
を
越
え
た
。
ま
た
忍
音
の
園
(
ヨ
曲
目
F
E
C
に
地
所
を
買
い
耕

作
さ
せ
た
と
い
う
〈
〉
月
二
一
念
)
。

(

刷

出

)

⑫

ω
E
U
L内
r
〉
σロ
色
町
白
色
も
「
r
ロ
E
-
a
各
だ
っ
た
」
と
記
さ
れ

る
が
〈
宮
口
」
N
N
H
H
g
白
〉
、
質
情
は
わ
か
ら
な
い
。

(
叩
巴
註
(
鈎
〉
参
照
。

(
お
)
向
こ
の
場
合
⑬
メ
-
H
E
の
母
・
か
ω
z
r
m
g
r
r
の
乳
母
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。
乳
母
と
後
見
人
と
が
不
可
分
で
あ
っ
た
例
と
し
て
、
ω
ゲ思

河
口
r
r
の
次
男
去
月
品
目
る
Z
S
ω
口
一
罰
ロ
の
後
見
人
職
(
白
s
g
m
H
)

を
@
d
p
ヨ
削
P

乳
母
の
職

2
3品目
)
を
そ
の
妻
が
櫓
賞
し
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
(
J
F
N
仏
ご
M
∞
E
)。

(
剖
叶
〉
系
譜
4
は
、
〉
初
日
g
p
m
ミ
・
3
N
-
∞
企
-
H
H
印
∞
・
5
∞
叶
・
、吋』J円

HNω0・

N
ω
印
か
ら
作
成
し
た
。

(
お
)
テ
ィ
ム

l
ル
朝
諸
史
料
に
現
わ
れ
る
m
E
E
B
と
い
う
語
が
、
如

何
な
る
属
性
を
保
持
す
る
人
び
と
を
意
味
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
綴
密

な
検
討
を
要
す
。
一
腹

「
小
姓
」
と
誇
し
て
お
く
。

(
お
〉
富
岡
円
N
削
切
削
3
5
m
r
E
同

一は
そ
の
前
年
一
四
三
一
一
一
年
一
一
一
月
二

O
日
に

死
残
(
〉
河

H
a
d
。

(
幻
)
切
白
「
町
田
}
円
)
山
口
‘
C
B
R
は
嘗
時
国
句
史
に
居
住
し
た
偉
大
な
る

ス
1

フ
ィ

l
の
一
人
で
あ
っ
た
〈
関
野
英
二
「
ナ
グ
シ
ュ
パ
ン
デ
ィ
敬
圏

に
関
す
る
最
近
の
諸
研
究
に
つ
い
て
」
『
イ
ス
ラ
ム
世
界
』

一
一
一
、
一
九

八
三
、
四
一
四
二
頁
〉
。

(
お
〉
こ
の
@
司
同
門
門
前
ω
E
F
に
つ
い
て
国
・
ω
・
出
国
七
4
記
長
氏
は
、
一
四

O
七
年
に
全
軍
の
長
官

E
S
E
自
国
白
白
岡
田
口
恒
国
国
民
阿
口
回
向
と
な
り
一
四

四
二
年
ま
で
在
職
し
て
い
た
と
す
る
。
し
か
し
そ
の
根
援
は
不
明
で
あ

る
。
ま
た
彼
の
製
肘
無
き
権
力
は
、
ω
}
M
削
}
戸
河
口
r
r
が
シ
ャ
リ
l
ア
を
山
宗

奔
の
あ
ま
り
、
戦
術
や
宮
廷
儀
式
に
関
心
を
向
け
な
か
っ
た
た
め
と
し
て

い
る
が
、
容
易
に
は
納
得
し
難
い
0
2
・
∞
・
切
・
回
3
4
0
伊
子
・
・
匂
a
a
g

問
。
可
口
回
可
申
冨
同
3
.

ロJ
司
】

M・由叶・

(
鈎
)
ω
E
Y
M
N己
r
r
政
権
の
図
制
に
つ
い
て
は
向
不
明
な
黙
が
多
い
。
こ

こ
で
は

ω
ヨ
可
達
の
地
位
・
職
務
と
し
て
本
稿
で
し
ば
し
ば
言
及
し
た

自
己
『
ι
牛
若
宮
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
閤
務
と
財
務
を
庭
理
す
る
中
央
官

隠
仏
喜
剛
ロ
ム
ペ
一
削
の
長
官
レ
ベ
ル
の
役
職
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る

に
留
め
た
い
。
ま
ず
〉
閉
山
に
記
さ
れ
た
地
位

・
職
務
の
相
績
の
記
録
を

略
記
す
る
。

〔

I
〕
、
H
，
R
Z
E
部
の
⑬
ζ
伊
品
目
u

が
父
⑬
E
8
2
2
F
の
職
位
で
あ

っ
た
岳
司
削
ロ
ム
ユ
削
の
自
己
門
職
(
吉
野
由
主
岳
d
q
削
包
州
2
3
を
相
績

(
〉
初
日
2
0
)
。

〔

E
〕
メ
一
回
}g
家
の
@
ω
E
u
L
n
一
『
〉
σロ
と
明
白
色
が
父
⑬
メ
-
H
r
白
か
ら

-119ー
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仏
日
〈
q
E
J
」
削
の
職
位
(
g
g
g
ゲ
ム
仏
Z
E
'
M
同
ニ
削
〉
を
相
繍

斗九時斗
)。

〔
E
〕
〉
『
m
y
口
口
ω
E
Y
家
の
⑫
〉
7
5
m
w
L
・か
父
@
明
日
『
口
N
ω
z
r
に
委
ね

ら
れ
て
い
た
岳
唱
副
ロ
:
三
割
の
ω
E
『
職
、
図
務
と
財
務
(
ヨ
ロ
罪
者
ω

ヨ削一
)
に
関
す
る
権
利
を
相
績
(
〉
H
N
H
E
H
〉。

岳
耳
削
ロ
ム
回
」
削
に
関
係
す
る
職
位
相
績
の
記
録
は
以
上
の
三
つ
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
本
文
で
述
べ
た
如
く
⑬
岡山

8
2
2ご
と
@

ヲ
門
口
N
ω
E
r
は
生
前
白
日
目
『

ω
-BE
B
R
削
・
で
あ
り
、
⑬
メ
-
M
}
内
問
も

白
日】『

中
の
最
高
者
で
あ
っ
た
と
い
う
黙
で
あ
る
。

き
れ
ば
各
各
の
息
子
に
相
繍

さ
れ
た
職
位
、
す
な
わ
ち

会
唱
削
ロ
H
E
削
の

ω
E
門

職
と
か

岳
〈
q
E
F

白
ニ
削
の
職
位
と
は
、

白
阿国間同白-ーロ自
白
a
.

の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
可
能

性
も
十
分
考
え
ら
れ
は
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
否
定
す
る
史
料
が
存
在

す
る
。

一
四
四
四
|
四
五

〉・

U
・¥
八
四
人

〉
.
戸
、
白
日
可
I
H
岳
司
削
ロ

に

任
命
さ
れ
た

F
ユ
削
曲
部
の
③
ω
「
ω
E
F
に
つ
い
て
、
宮
同
門
r
r
d
司
副
ロ
牛
は

次
の
如
く
記
す
。

相ハ
E
A
削
ロ
ム
ω
竺
丘
陛
下
(
H
ω
ゲ
削
r
H
N
t
r
y
〉
は
〉
g
H
円
ω
z
-
3
ロ
ω
Z
F

を
:
:
:
園
務
と
財
務
の
岳
唱
削
ロ
(
品
目
垣
間
己
目
ヨ
ロ
-
r
耳
m
B
包
〉
に
お

い
て
、
彼
ら
(
⑫
ω
宮
可
r
}
戸
〉
E
m
-
-
明
白
色
と
②
〉
ザ
ヨ
包
〉
の
同
僚

令
官
三内
〉
と
し
た
(
冨
可
r
r
司
削
ロ
門
同
日
叶
N
3
0

つ
ま
り
E
H
U
H
-
舎
司
削
ロ
で
あ
る
③
ω
-
・
ω
E
r
と
、
会
唱
削
ロ
F
白
」
削
の

自
己
門
職
や
与
問
看
副
主
竺
]
削
の
職
位
を
相
繍
し
た
@
ω
}
回
目
可
r
y
〉
『
口
白
「

問
。4
-

や
②
〉
]
U
H
H
M
包
と
が
同
列
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て

岳
唱
削
ロ
fH
同
」
削
の
ω
E
門
職
と
か
岳
司
副
ロ
↑
主
制
の
職
位
と
は
自
己
円
ム

岳
若
宮
の
職
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
更
に
ι
Z
E
'
戸
主
削

が
、
園
務
と
財
務
を
扱
う
中
央
官
鹿
で
あ
る
こ
と
は
、
右
記
の
冨
H
H
r
r
t

(
〉
M
N
H

司
宮
内
回
の
記
述
、
或
い
は
〔
E
〕
に
お
い
て
「
園
務
と
財
務
に
関
す
る
権

利
」
と
い
う
表
現
が
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
察
し
て
明
ら
か
で
あ

る
。
以
上
の
考
察
に
よ
り
、
自
己
Z
己
目
当
官
と
は
園
務
と
財
務
を
慮
理

す
る
中
央
官
鹿

《
凶
Z
E'-
ユ
削
の
o
E
「
職
(
司
令
官
職
〉

を
捻
蛍
す
る

長
官
レ
ベ

ル
の
役
職
で
あ
っ
た
と
結
論
で
き
る
か
と
思
わ
れ
る
。
因
に
、

「
園
務
と
財
務
の
全
重
要
事
に
お
い
て
紹
調
的
権
力
の
所
有
者
」
(〉
HNH

印
斗
)
と
さ
れ
る
回
日
目
円
三
ロ
ヨ
巴
『
間
・
は
、
田
E
Z
会
唱
削
ロ
の
筆
頭
に
位

置
す
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。
向
、
〉
-
N
・
〈
・
吋
cmω
口
氏

は
、
ω
c
-
a
ロ
恒
己
目
白
百
(
一
四
七

O
l
一
五

O
六
在
位
〉
時
代
の
岳
若
宮
IH

尺
]
削
が
岳
〈
q
Eaご
ロ
唱
削
ロ
宮
(
Z
d〈削
n
E
鹿
|
|軍
務
を
扱
う
〉
と
岳
司
副
ロ
a

ご
出
包
(
財
務
隠
〉
と
か
ら
な
る
こ
元
構
造
を
有
し
、
白
H
H
H
M
『
正
問
看
劃
ロ
(
H

L
H
d
〈
E
Z問
。
と
は

岳
4
4

削
ロ
F
E
靖則ロ
Z
の
長
官
職
で
あ
っ
た
と
説
明

し
て
い
る
(
〉
-
N
・
〈
・
吋
。
m
ω
p
s
k
r
]
日
明
日
円
J

」
『

h
N
b
苦
み
ま
凡
冊
目
。
』
v
a
E

Y
V
Z
ロ
σ己
・
H
E
N
-
∞
・
ω
印
H
U
国
-MN-MNc
mB
2
・
b
a
b
H
h
n
p
w
・
3
t苫
仏
当

叫

23雪
之
S
N
5・

4
〈

E
E
P
P
S
印
N
・
ω
・
回
目
由
H
コ
・
一
関
野
英
二、

「
テ
ィ

ム
l
ル
朝
の
社
曾
」『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
』
∞
・
呂
田
P
R
Y
-

S吋
p
g由

l
ω
5
頁)。

(的
制
)
ロ
両
日
『
N刷
用

N
E
S
B
の
残
年
に
つ
い
て
は
、
町
田引
去
が
一
四
二
四
|
二

五
〉
・
ロ
・
¥
八
二
八
〉
・
出
・
の
僚
に
そ
の
件
を
俸
え
て
い
る
が
、
同
時
に

「
一
四
二
三
|
二
四
〉
・
り
・
¥
入
二
七
〉

-
F
と
も
言
わ
れ
る
」
と
併
記
し
、

畷
昧
さ
を
残
す

q白色
τ自
ヴ
。
ま
た
〉
河
口
町
立
・
富
三
h
r
d
司
E
r
g
o
-

阿
佐
耳
削
口
弘
自
己
叶
日
叶
N
O
は
一

致
し
て

一
四
三
O
年
六
月
時
鳥
、
依
然

HNZl

見
回
ヨ
の
存
命
を
俸
え
る
。
こ
こ
で
は
司
怠
去
、

r
a
p『
目
、
及
び
〉
官
自

己
、
口
当
削
己
r
r
を
参
照
し
て
河
口
M
g
自

の
残
年
を
一
四
二
四
年
と
す
る

N
o
n
Z
女
史
の
意
見
に
従
う
。
〈
m
-
-
N
o
n
z
-
m
・
o
・

0
・ω・

2.
〉
ロ
ヨ
-
H
・

-120ー
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THE CENTRAL ELEMENTS OF THE AMIR STRATUM

　　　　

IN THE GOVERNMENT OF SHAH RUKH

　　　　　　　

OF THE TIMURID DYNASTY

Shiro Ando

　　

In present study l attempt to uncover the characteristics of the central

elements

　

of

　

the

　

amir

　

stratum

　

supporting

　

the

　

central

　

ruler

　

of

　

the

Timurid dynasty in the first half of the 15 th century. Shah Rukh. To do

this l have abstracted the names of 57 persons noted in the genealogical

compilation Ｍｕ’iｚｚa1-Ａｎｓahto have beｅｎ　ａｍｉｒ-i　tｕｍａｎ（i.ｅ. holders of

the highest military rank) in the government of Shah Rukh.　l have

investigated their genealogies, status, fiefs and careers and have come to

the following three conclusions.　1）Ｔｈｅ central elements participating in

the government of Shah Rukn were composed of at least four kin groups :

the Barlas clan, the Tarkhan clan, the ‘Alika family and the Arghun

Shah family （tｈｅ clan ａ伍liation of these two families is not known).

2）Ｔｈｅ development of the Tarkhan clan, the ‘Alika　family　and the

Arghun Shah family shows genealgical continuity from the reign of Timur,

but these three groups had risen to prominence only under the reign of

Shah Rukh in contrast the Barlas clan. 3）Ｔｈｅ preferental treatment of

the Barlas clan which cannot be clearly shown under the reign of Timur

is visible under the reign of Shah Rukh.

３
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